
〈
今
月
の
表
紙
〉
パ
ー
プ
ル
🎗

運
動
に
賛
同
す
る
町
連
合
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
　〈
今
月
の
特
集
〉
誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
へ

広
 報
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暮
ら
し
の
中
か
ら
、
男
女
共
同

暮
ら
し
の
中
か
ら
、
男
女
共
同

参
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

参
画
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化

し
、
働
き
手
の
不
足
や
介
護
の
担
い
手
の
確

保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
い
、
持
続
可
能

な
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力

を
発
揮
し
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意

識
を
見
直
し
、
誰
も
が
希
望
す
る
生
き
方
を

選
べ
る
環
境
を
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
行

動
し
、み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

男女共同参画で考えるこれからの八頭町

Q  �次のような分野で男女の地位は平等に
なっていると思いますか。

分野によって異なる男女平等への意識

社会通念・習慣や
しきたりなどで

令和６年 八頭町男女共同参画に関するアンケート調査より

社会全体として

学校教育で

1.6％

0％ 50％ 100％

2.6％

0.9％

67.9％

57.9％

5.5％

10.3％
20.2％

24.2％

27％

15.3％

66.6％

女性のほうが優遇されている
男性のほうが優遇されている
平等である
その他

共
同
共
同
参
画
参
画

男女男女特
　
集

身近な暮らしの中にも、考えるきっかけがあります

男性が育児休業を
取るのは、
特別なこと？

地域の役員や
行事の担い手は、
いつも同じ人？

進路や働き方を、
性別を理由に
諦めていない？

家事や育児は、
女性が中心に
なってするもの？

働く場
　では…

学校
では…

家庭
　では…地域

では…

誰もが誰もが自分らしく自分らしく輝ける輝けるまちへまちへ
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男女がともに

参画する人づくり
　男女共同参画への理解を深め
る教育・啓発を進め、あらゆる
暴力を防ぐための啓発や相談・
支援体制の充実を図ります。

男女がともに

担う暮らしづくり
　多様な生き方や働き方を選択
でき、仕事と家庭を両立しなが
ら、健康で豊かな生活ができる
環境づくりを進めます。

男女がともに

支え合う地域づくり
　地域活動や防災・災害対策な
ど、さまざまな分野に男女が対
等な立場で参画し、協力し合え
る地域づくりを進めます。

プランの詳しい内容は、町ホームページをご覧ください。
問い合わせ  男女共同参画センター「かがやき」☎ 84–2361　　 ページ ID  0016416

第５次男女共同参画プランに関する問い合わせ

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
、

残
さ
れ
た
課
題

残
さ
れ
た
課
題

　
町
で
は
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
、
個

性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
「
八
頭
町
男
女
が
と
も
に
輝

く
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
翌
18
年

に
第
１
次
プ
ラ
ン
を
策
定
。
平
成
22
年
に
は

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
か
が
や
き
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
社
会
情
勢
や

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
計
画
を
改
定
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
P
T
A
や
集
落
の
役
員
へ
の

女
性
登
用
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
な
ど
、

目
標
に
達
し
て
い
な
い
取
組
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
場
の
男
女
間
の
賃
金
格
差
や
、
家

事
・
育
児
の
負
担
が
女
性
に
偏
り
が
ち
な
こ

と
も
課
題
で
す
。
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担

意
識
を
見
直
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
登

用
や
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
た
こ
と

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
た
こ
と

　
令
和
６
年
の
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
一

方
、
家
事
・
育
児
の
負
担
や
、
社
会
全
体
で

男
女
が
平
等
だ
と
感
じ
る
人
の
割
合
に
は
課

題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
女
が
対
等

に
働
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
、
結
婚

や
出
産
に
か
か
わ
ら
ず
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
や
、
育
児
・
介
護
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
女
性

の
経
済
的
自
立
を
支
え
、
男
女
が
と
も
に
家

事
・
育
児
を
担
え
る
環
境
や
、
地
域
全
体
で

支
え
る
体
制
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
相

談
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

実
現
に
向
け
て

　

こ
う
し
た
課
題
や
調
査
結
果
、社
会
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
、令
和
８
年
３
月
に「
第

５
次
八
頭
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、誰
も
が
人
権
や
個
性
を
尊

重
さ
れ
、家
庭
や
職
場
、地
域
な
ど
で
男
女

が
対
等
な
立
場
で
役
割
と
責
任
を
分
か
ち
合

え
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向

け
、「
人
づ
く
り
」「
暮
ら
し
づ
く
り
」「
地
域
づ

く
り
」の
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、男
女

共
同
参
画
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
や
、仕

事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
、地

域
活
動
や
防
災
分
野
へ
の
参
画
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、一
人
ひ
と
り
が
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
選
び
、互
い
に
支
え
合

え
る
ま
ち
へ
。
家
庭
や
職
場
、地
域
で
の
身

近
な
気
づ
き
や
行
動
を
、男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

男女共同参画の推進に向けた第 5次プラン

基本目標Ⅰ 基本目標Ⅱ 基本目標Ⅲ

第５次男女共同参画プラン
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　弁護士によるなんでも相談や
DV相談、出張お仕事相談会（鳥

取県ふるさとハロー
ワーク八頭）など、
暮らしや仕事に関す
る相談を受け付けて
います。

さまざまな相談に対応

ぜひ一度
読んでみてぴょん！

　誰もが自分らしく輝けるまちを目指し、町では第５次
男女共同参画プランに基づき、さまざまな取組を進め
ています。その推進拠点となる男女共同参画センター
「かがやき」では、講座や啓発活動、相談事業などを通じ
て、男女共同参画への理解を深める機会を設けています。

　男女共同参画をテーマにした４コマ漫画を毎月、広報やず
に連載しています。令和８年 11月号で第 246回を迎え、
約 30作品ごとに冊子にまとめています。このほか、男女
共同参画フェスティバルやリーダー研修の開催、男女共同参
画かるたの普及、かがやき川柳の募集など、男女共同参画
について考える取組を進めています。

身近な情報発信で理解を広げる

４コマ漫画がおさめられている啓発冊子

　親子で楽しめる「父親の育児講座」や、女性
同士で学び、交流する「女子会＠やず」、男女共
同参画について学ぶ講座「かがやき広場」など
を開催しています。また、男女共同参画に関
する図書・絵本・DVDの貸出も行っています。

学びや交流の場づくり

父親の育児講座（親子スポーツ教室） 女子会＠やず（スマホ撮影講座）

男女共同参画センター「かがやき」 男女共同参画センター「かがやき」 を活用してみませんか？を活用してみませんか？

11月12日～ 25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です
　配偶者やパートナーからの暴力（DV）、性犯罪、売買春、セクシュ
アル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対する暴力は人権
を侵害するものであり、決して許されません。暴力は女性だけでなく、
男性も被害に遭うことがあります。「つらい」「こわい」と感じたら、
一人で悩まず相談してください。身近な人が被害を受けていると気づ
いたときは、話を聞き、相談窓口を伝えてください。
町の相談窓口  �男女共同参画センター「かがやき」☎ 84 – 2361 

※その他の相談窓口は、町ホームページをご覧ください。
男女共同参画関連の相談窓口 　　　　　 ページ ID 　0001023

相談窓口案内▶

弁護士によるなんでも相談
　偶数月の第１金曜日（祝日の場合は翌週の金曜日）
　13：30～ 16：30（１人 45分程度）
　 予約・問い合わせ  男女共同参画センター「かがやき」☎ 84-2361
出張お仕事相談会（鳥取県ふるさとハローワーク八頭）
　詳しい日程は広報やずの「ぴょんぴょんクラブ」をご確認ください。
DV相談 　「かがやき」の開館時間内に随時受け付けています。
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第 21
回 

第 21
回 八頭町

男女共同参画フェスティバル八頭町男女
共同参画フェスティバル  を開催します！

を開催します！～自分らしく だれもが輝ける 明日に向かって～～自分らしく だれもが輝ける 明日に向かって～
　「自分らしく　だれもが輝ける　明日に向かって」をテーマに、男女共同参画フェスティバルを開催
します。体験コーナーや絵本の読み聞かせ、講演会など、子どもから大人まで楽しみながら男女共同
参画について学べる催しが盛りだくさんです。
　この機会に、ご家族、ご友人をお誘い合わせの上、ぜひお越しください。

日 時 12月６日（日）10：00～ 15：30　 会 場  八頭町男女共同参画センター「かがやき」

一人ひとりが輝き、活躍できるまちへ
　男女共同参画は、家庭や地域、職場など、私たちの身近な暮らしに関わっています。一人ひとりの考えや個性を
認め合い、互いに支え合うことが、それぞれの力を発揮できるまちづくりにつながります。
誰もが自分らしく輝き、活躍できる八頭町を目指して、身近なことから行動してみましょう。
特集に関する問い合わせ 　男女共同参画センター「かがやき」　☎ 84 – 2361

講師の谷ノ上朋美さん

フェスティバルの内容

時間 10：00～ 15：30
　　 ※なくなり次第終了

キッチンカーが
やってくるよ！

　自分のこと、周りの人のことを考えるきっかけに。
講師のお話を通じて、新たな気づきや発見に出会ってみませんか。
時間  13：30～ 15：00
演題「普通ってなに？～違いがあっても、すべて大切ないのち～」
講師  谷ノ上 朋美 さん（俳優・看護師）

　 　　 ※ 講演会にあわせて託児を行います。希望される方は、
　  　　　 11月26日（木）までに電子申請または電話でお申し込みください。

飲食販売

時間 10：00～ 13：00

仕事に関する
悩みや疑問を
相談してみま
せんか！

時間 13：10～ 13：30

絵本の世界を
楽しもう！

出張お仕事相談会

絵本の読み聞かせ

講演会

時間 10：00～ 15：30

まだ使えるもの
を次の人へ！

時間 10：00～ 13：00

体験しながら
楽しもう！

体験コーナー

リユースコーナー

掘り出し物
に出会える

かも？

掘り出し物
に出会える

かも？

託児申込は
こちら➡
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YAZU 町のいまを
わかりやすくお届け！

令和９年度　保育所入所申込みのおしらせ
　令和９年度の保育所入所について、「入所申込（給付認定申請）」の受付を行います。
　令和９年４月以降、新規に保育所利用を希望される方や令和９年度の年度途中から利用を希望される方は、受
付期間内にお申し込みください（転園を希望される方を含みます）。
　なお、町外の認定こども園や幼稚園などへの入所を希望される方は、町民課にご相談ください。

申込受付期間

11月２日（月）～ 12月４日（金）

申込方法など

申込用紙・案内冊子配布場所
○町民課	 ○各保育所
○船岡住民課	 ○八東住民課
○子育て支援センター	 ○郡家保健センター
○男女共同参画センター「かがやき」
　（八東保健センター）
※申込用紙等は町ホームページからもダウンロー
ドできます。

申込受付場所（申請書等提出先）
○町民課、または、入所第１希望の保育所
※入所要件や保育料などについて、詳しくは配布
する案内冊子をご覧ください。

町内保育所一覧
保育所名 所	在	地 電話番号

郡家東保育所 稲荷167 72-5000
郡家保育所 郡家71-1 72-3123
国中保育所 石田百井3-2 72-3137
船岡保育所 坂田30 72-6400
八東保育所 安井宿1346 84-6425

問い合わせ 　
　町民課　☎76-0205
ページ ID 　　

　0001432

◇ 特別保育事業なども行っています ◇
延長保育 　保護者の就労形態により、平日の標準
時間保育終了後（午後６時以降）から午後７時まで延
長して保育を行います。

土曜午後保育 　保護者が就労等の理由により家庭
で保育ができない場合に、土曜日の通常保育時間終了
後（午前11時30分以降）から午後６時まで延長して
保育を行います。（弁当が必要です。）

障がい児保育 　集団生活が可能で、心身に障がい
をお持ちの児童を保育所で受け入れ、他の児童ととも
に集団保育を行います。

病後児保育 　病気の回復期にあるものの、他の児
童との集団生活が困難な時期において、病後児保育室
での保育を行います。

特別利用保育 　３歳以上児で保育の必要性のない
子ども（＝１号認定子ども）が、保育所から受けるこ
とのできる保育です。４月１日時点で３歳以上の児童
のうち、保育の必要性のない児童を対象に、特別利用
保育を行います。（実施時間は、平日の午前８時30分
から午後３時までです。）

ページ IDを
ご活用ください！

広報やずに掲載している情報広報やずに掲載している情報
は、町ホームページでよりは、町ホームページでより
詳細な内容をご覧いただけま詳細な内容をご覧いただけま
す。 ホームページの「検索」す。 ホームページの「検索」
からページ ID 検索窓に７桁からページ ID 検索窓に７桁
の数字を入力すると、目的のの数字を入力すると、目的の
ページにジャンプします。ページにジャンプします。
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11月は「児童虐待防止推進月間」です
〜見過ごしてはいけないヤングケアラーのサイン〜

「お手伝い」と「ヤングケアラー」の違い、知っていますか？
　ヤングケアラーとは、本来、大人が担うとされている家事や家族の世話などを日常
的に行っている子どものことです。お手伝いとの違いはその負担や責任の重さです。
　少子高齢化や家族形態の変化に伴い、誰もが家族のケアを担う時代となる中、子ど
もたちが家族の世話をすることも、決して特別なことではありません。
　しかし、子どもが担う範囲を超えた役割や責任を引き受けている場合には、実質的なネグレクト（育児放棄）
や虐待につながる可能性があり、子どもの成長や生活に関わる深刻な問題となることがあります。
例えば、こんな子どもたちです

「もしかしたら」と気づくことが、子どもを支える第一歩です。

・家族に代わって、買い物や料理、掃除、洗濯などをしている。
・幼いきょうだいの身の回りの世話をしている。
・家族の付き添いや通訳、手続きの代行などをしている。
子どもたちのこんなサインはありませんか？

・遅刻・早退・欠席が増えた。
・友達と遊ぶ時間が極端に少ない。
・「自分がしっかりしないと」と、過度な責任感を抱えている。

子どもが家事や家族の世
話をすることはよくない
こと？

成長に見合ったお手伝いは、生活
する力や思いやりなどを育む大切
な経験です。一方で、過度な負担
や責任が続くと、心身の健康や学
校生活、教育・進路などに影響す
ることがあります。

「暮らしの便利帳」を発行します
　町では、株式会社サイネックスとの官民協働
事業により、行政情報をはじめ、暮らしに役立
つ情報を一冊にまとめた「暮らしの便利帳」を
発行します。
　「暮らしの便利帳」は、令和９年２月末に町内
全世帯へ配布する予定です。
　発行にあたり、今後、便利帳への有料広告掲
載にご協力いただける事業者を募集します。広
告掲載について詳しくは、下記までお問い合わ
せください。

問い合わせ 　	総務課　☎ 76-0201	
株式会社サイネックス鳥取支店　	
☎ 0857-53-7267

10 月 1日から役場の組織体制が変わりました
　10月 1日から、役場の組織体制を見直し、一部
の課の名称変更や業務の移管を行いました。
　防災室を「防災安全課」に改めたほか、「商工観
光課」を設置し、交通政策やふるさと納税（企業版
を含む）などの業務を担当します。お問い合わせや
各種手続きの際は、担当部署をご確認のうえ、ご連
絡いただきますようお願いいたします。

旧課名 新課名 電話番号 場所
防災室 防災安全課 76-0203 本庁舎１階

産業観光課 農林振興課 76-0208 本庁舎２階
商工観光室 商工観光課 72-0144 船岡庁舎１階

問い合わせ 　	総務課　☎ 76-0201

相談内容 連絡先
◎ヤングケアラーやその家族の方などが相談したいとき
ヤングケアラー相談窓口
（平日（祝日除く）8:30 ～ 17:30 まで）

福祉相談センター（鳥取市江津 318-1）
☎ 0857-29-5460

ヤングケアラー相談窓口
（平日（夜間）17:30 ～ 8:30 まで /土日祝日 24時間）

県教育委員会いじめ・不登校総合対策センター
☎ 0857-28-8718

◎児童虐待かもと思ったとき
児童相談所虐待対応ダイヤル
※お住まいの地域の児童相談所につながります。

1
いちはやく

89（通話料無料、匿名でも大丈夫です）
※一部の IP 電話からはつながりません。

◎子育てのこと等、相談したいとき
児童相談所相談専用ダイヤル
※お住まいの地域の児童相談所につながります。

0120-1
いちはやく

89-7
おなやみを

83（通話料無料）
※一部の IP 電話からはつながりません。

◎出産・子育て等に関する悩みがあるとき 八頭町保健課（こども家庭センター）
こども健やか係　☎ 72-6511

　本人にヤングケアラーの自覚がない場合もあります。周囲
の大人が子どもの変化に気づき、否定したり決めつけたりせ
ず、まずは話を聞いてみることが大切です。
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■町税 
■繰越金 
■諸収入等 
　(財産収入・繰入金・諸収入)
■分担金・負担金・寄附金 
■使用料・手数料 
■地方交付税 
■県支出金 
■町債 
■国庫支出金 
■その他(譲与税・交付金) 

■民生費 
■総務費 
■公債費 
■農林水産業費 
■教育費 
■土木費 
■衛生費 
■災害復旧費 
■消防費 
■商工費 
■議会費 

一般会計　歳入　142億5,811万円

一般会計　歳出　131億5,413万円

一般会計歳入
142億

5,811万円

一般会計歳出
131億

5,413万円

■町税 
■繰越金 
■諸収入等 
　(財産収入・繰入金・諸収入)
■分担金・負担金・寄附金 
■使用料・手数料 
■地方交付税 
■県支出金 
■町債 
■国庫支出金 
■その他(譲与税・交付金) 

■民生費 
■総務費 
■公債費 
■農林水産業費 
■教育費 
■土木費 
■衛生費 
■災害復旧費 
■消防費 
■商工費 
■議会費 

一般会計　歳入　142億5,811万円

一般会計　歳出　131億5,413万円

一般会計歳入
142億

5,811万円

一般会計歳出
131億

5,413万円

令和７年度　八頭町の決算状況をお知らせします
　町では、「八頭町財政状況の公表に関する条例」に基づき、毎年度の決算状況を公表しています。
　令和7年度は、「第3次八頭町総合計画」や「第3期八頭町総合戦略」などに基づき、子育て・教育や地域福祉の
充実、農林業・商工業など地域産業の活性化に取り組みました。
　公共施設や生活基盤の整備を進めるとともに、医療・福祉、農業、災害復旧、物価高騰対策など、町民の暮ら
しを支える取り組みを幅広く実施しました。
　ここでは、町にどれだけのお金が入り、どのような事業に使われたのかなど、令和7年度の決算状況の概要を
お知らせします。

歳入 歳出
科　目 決算額 科　目 決算額

町税 13億8,719万円 民生費 38億6,648万円
繰越金 9億9,424万円 総務費 26億5,269万円
諸収入等
（財産収入・繰入金・諸収入） 8億2,225万円 公債費 14億3,307万円

分担金・負担金・寄附金 4億6,107万円 農林水産業費 13億9,128万円
使用料・手数料 6,285万円 教育費 11億2,140万円
地方交付税 58億1,393万円 土木費 8億3,637万円
県支出金 14億4,756万円 衛生費 8億2,376万円
町債 13億4,170万円 災害復旧費 4億5,583万円
国庫支出金 13億2,702万円 消防費 3億5,497万円
その他（譲与税・交付金） 6億30万円 商工費 1億1,670万円

議会費 1億158万円
歳入合計 142億5,811万円 歳出合計 131億5,413万円

令和７年度財政健全化判断比率
　財政健全化判断比率は、地方公共団体の財政状況を評価する指標です。この比率によって、町の借金の返済能
力や将来の財政運営が健全かどうかを判断できます。この比率は小さい数値ほど健全度が高いとされています。

実質赤字比率 － 連結実質赤字比率 －
　一般会計の赤字の割合のことをいいます。八頭町は黒字決算
となっており、赤字比率が生じていないため「－」の表示となっ
ています。

　全ての会計を合わせた赤字の割合のことをいいます。八頭町
は全会計を含めた決算が黒字となっており、実質赤字比率と同
様に「－」の表示となっています。

実質公債費比率 10.7 将来負担比率 21.6
　借金返済に必要な支出が、毎年の一般財源（税収など）に対
してどのくらいの割合を占めるかを示す指標です。早期改善が
必要とされる基準値である25.0を大幅に下回っています。

　地方債残高や退職手当、公共施設の維持費などの将来負担を
財政規模に対して数値化したものです。基準値350.0を大幅に
下回っています。

大規模改修を行った船岡保健センター 船岡小学校に設置されたエレベーター 整備された郡家駅前駐車場
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特別会計・普通会計の決算額と欠損状況

〇 特別会計歳入歳出決算額
特別会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

国民健康保険 17億6,896万円 17億436万円 6,460万円

介護保険 24億8,234万円 22億3,746万円 2億4,488万円

宅地造成 47万円 20万円 27万円

墓地事業 200万円 24万円 176万円

後期高齢者医療 2億9,787万円 2億9,648万円 139万円

上私都財産区 561万円 15万円 546万円
市場、覚王寺財
産区 72万円 1万円 71万円

上津黒、下津黒
財産区 737万円 0万円 737万円

篠波財産区 1,604万円 12万円 1,592万円

大江財産区 1,217万円 24万円 1,193万円

〇 特別会計歳入歳出決算額（公営企業会計分）
区　分 収入 支出 差引額

簡易水道
事業会計

収益的収支 3億5,641万円 3億4,736万円 905万円
資本的収支	※1 5,496万円 1億2,930万円 △7,434万円

下水道等
事業会計

収益的収支 9億4,333万円 8億9,940万円 4,393万円
資本的収支	※2 6億4,791万円 6億4,858万円 △67万円

※1	収支の不足分は当年度分消費税・地方消費税資本的収支調整
額、過年度損益勘定留保資金及び当年度損益勘定留保資金で
補填しました。

※2収支の不足分は過年度損益勘定留保資金で補填しました。

特別会計とは？
　特定の事業や目的に対して運営される会計です。
例えば、国民健康保険や介護保険など、特定の収入
源と支出がある場合に利用されます。通常の行政運
営とは分けて管理され、透明性を保つ役割がありま
す。

〇 普通会計性質別経費の状況

区　分 決算額 構成比 摘　　　要

人件費 24億8,547万円 18.9％ 職員の給与、議員報酬、各
種委員報酬などです

扶助費 17億5,972万円 13.4％ 各種法律等により措置され
る生活扶助費などです

公債費 14億3,307万円 10.9％ 町の借金の返済に要した経
費です

物件費 22億6,545万円 17.3％ 消耗品、光熱水費、事務機
の使用料などです

補助費等 18億1,557万円 13.8％ 各種補助金、負担金などで
す

繰出金 8億2,252万円 6.3％ 特別会計へ繰り出した経費
です

投資的経費 18億7,218万円 14.3％ 建設事業や災害復旧に要し
た経費です

その他 6億7,276万円 5.1％ 基金積立金、維持補修費、
貸付金などです

合計 131億2,674万円 100.0％

「地方財政状況調査」による普通会計（一般会計、墓地会計）の
歳出性質別の数値です。

普通会計性質別経費とは？
　町の行政運営に必要な支出を性質ごとに分類した
ものです。主に人件費、物件費などが含まれ、これ
により財政運営の透明性が確保され、町がどのよう
に資金を活用しているかがわかります。

〇 不納欠損の状況
区　　　分 不納欠損額 件数

町民税（個人） 95万円 6件

固定資産税 207万円 16件

軽自動車税 17万円 4件

町営住宅使用料 165万円 1件

国民健康保険税 301万円 12件

介護保険料 42万円 4件

水道使用料 104万円 370件

公共下水分担金 24万円 1件

公共下水使用料 27万円 71件

農業集落排水使用料 58万円 189件

合　　計 1,040万円 674件

不納欠損とは？
　歳入を徴収するときに、債務者が死亡し相続人も
いない場合や時効の成立などの理由で徴収できなく
なったとして、その徴収金額を消滅させることをい
います。

地方債と基金の運用状況
〇 地方債現在高（町の借金）

一般会計 129億6,294万円

特別会計 33億2,901万円

合　計 162億9,195万円

※町民一人あたりの借金
　（全会計）108万円

〇 基金現在高（町の貯金）

一般会計 69億6,159万円

特別会計 5億3,794万円

合　計 74億9,953万円

※町民一人あたりの貯金
　（全会計）50万円
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出張子育て支援センター
10:00 ～11:30

11月13日（金）　
会 場   男女共同参画センター

「かがやき」
11月 27日（金）
会 場  隼 Lab.

絵本の会（図書館司書による
読み聞かせ）　11:15 ～

11月 4日（水）
会 場   子育て支援センター
11月13日（金）
会 場   男女共同参画センター 

｢かがやき｣

出張ハローワーク（お仕事相談）
11月11日（水）10:30 ～12:00
会 場   子育て支援センター
11月13日（金）10:00 ～11:30
会 場  男女共同参画センター「かがやき」
11月 27日（金）10:00 ～11:30　
会 場  隼 Lab.

土曜日一日開所日

11月14日（土）9:00 ～16:00

のびのびからだ遊び
会 場   子育て支援センター

行事のない水・木曜日は、運動
ができる遊具を準備します。

ぴんょんょ
ぴ んょんょ

子育
てコミュニティ

子育て支援センター
☎72-3345
 ページID  0002369

ぴぴ
クラブクラブ

子育て講座＆木のおもちゃで遊ぼう「乳
幼児の発達に大切なこと」  要予約
～子どもとメディアの付き合い方
を考えてみよう～
　乳幼児の発達に大切なことや、メ
ディアが身近にある中での子どもと
の関わり方について学びます。また、
アドバイザーが用意した木のおも
ちゃで、お子さんと一緒に遊びます。
日時／ �11月 12日（木）�

10:00～ 11:30
内容／�講話（1時間程度）�

木のおもちゃで遊ぼう
場所／�子育て支援センター
講師／�乳幼児メディアアドバイザー�

楠本�知恵美さん
申込締切／ �11月 7日（土）

誕生会・運動会ごっこ  要予約
　11 月生まれのお友だちをみんな
でお祝いした後、体を動かして運動
会ごっこを楽しみます。
日時／ �11月 17日（火）�

10:00～ 11:15
場所／�男女共同参画センター�

「かがやき」
申込締切／ �11月 11日（水）

世代を超えて楽しく遊ぼう
～親子ミュージック・ケア～
要予約
　大御門まちづくり委員会の皆さん
と一緒に、ミュージック・ケアを楽し
みます。ふれあい遊びや歌に合わせ
て体を動かしながら、親子で楽しい
ひとときを過ごしましょう。
日時／ �11月 20日（金）�

10:00～ 11:00
場所／�子育て支援センター
講師／�淺見�真子さん�

（るりゆーる鳥取所属）

☆毎月発行しているぴょんぴょんクラブ便り（行事予定）は、町ホームページでもご覧いただくことができます。

昨年の運動会の様子 前回の交流の様子

の 行事予定表
日　時 内　　　容 会　場

5 木 10:00 ～11:30
ファミリーサポートセンター共催　ピザ作り＆交流会 要予約  
◦申込締切：10月29日（木）
★保護者の方は、エプロン・三角巾・マスクをご持参ください。

子育て支援センター

10 火 10:00 ～10:45
リトミック 要予約  
◦講師：山本	なおみさん（リトミック研究センター指導資格保有）
◦対象：3か月以上のお子さん　★動きやすい服装でお越しください。

子育て支援センター

12 木 10:00 ～11:30
子育て講座＆木のおもちゃで遊ぼう 要予約  
「乳幼児の発達に大切なこと」～子どもとメディアの付き合い方を考えてみよう～
◦講師：楠本	知恵美さん

子育て支援センター

17 火 10:00 ～11:15 誕生会・運動会ごっこ 要予約  
◦申込締切：11月11日（水）

男女共同参画センター
「かがやき」

20 金 10:00 ～11:00 世代を超えて楽しく遊ぼう 要予約  ～親子ミュージック・ケア～
◦講師：淺見	真子さん（るりゆーる鳥取所属）　★動きやすい服装でお越しください。 子育て支援センター

26 木 10:00 ～11:30

ぴょんぴょんベビー 要予約  ～わらべうたベビーマッサージ～
◦指導者：谷本	里子さん（わらべうたベビーマッサージ認定資格保有）
◦対象：生後 3か月頃～1歳頃　★持ち物：バスタオル
助産所オープンデー
◦助産師：平井	和惠さん（ひかり助産所）

子育て支援センター
和室

親子で気軽に遊びに来ませんか？
　子育て支援センター「ぴょんぴょんクラブ」では、親子で楽しめる遊び
やイベントを開催しています。保護者同士で交流したり、育児や妊娠中
の悩みを相談したりすることもできます。
　「ちょっと遊びに行ってみようかな」と思ったら、ぜひお気軽にお越し
ください♪
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郡家図書館 八頭町宮谷256-4 ☎72-6660
船岡図書館 八頭町船岡539-1 ☎72-3970
八東図書館 八頭町北山48-1  ☎84-6622　https://www.town.yazu.tottori.jp/site/library/

ページID  0002215

みんなのみんなの

図書館図書館

【船岡図書館】
鳥取県認定グリーン商品展示と
SDGs パネル展
　県内企業が廃棄物や間伐材等を
原料に製造した、環境にやさしい「鳥
取県認定グリーン商品」を展示しま
す。
　また、SDGs パネルを設置し、
SDGsの啓発と八頭町の持続可能な
まちづくりの取組を紹介します。
期　間  	11月5日（木）～25日（水）
場　所  	船岡図書館

【船岡図書館】
語りを楽しむ　冬のおはなし会
　世界各地のお話を、語り手の声で
一緒に楽しみませんか。
日　時  	12 月2日（水）	

16:00～ 16:30
会　場  	船岡人権啓発センター
語り手  	岡垣満枝さん	

岸本靜枝さん	
（おはなしろうそくの会）

対　象  	小学生～大人
参加費  	無料・申込不要

【3 館合同開催】
くらしと仕事 支援講座 
だれでも簡単にできる！ 
チェアヨガ講座
　チェアヨガとは、椅子に座って行
うヨガ体操です。年代・体力を問わ
ず楽しめる運動を、この機会に習っ
てみませんか？
日　時  	12 月10日（木）	

10:30～ 11:30
講　師  	岡田悠作さん	

（ゆうゆうはりきゅう院）
会　場  	丹比地区公民館2階		集会室
定　員  10 名（申込み先着順）
参加費  	無料・要申込
※	運動しやすい服装でお越しください。
申込み・問い合わせ  	八頭町立図書館まで

【八東図書館】
ハンドメイド・クリスマス 

「万華鏡を作ろう！」
　牛乳パックを使って、自
分だけのオリジナル万華
鏡を作ろう！
　時間内ならいつでも作
ることができます♪
日　時  	11 月28日（土）	

13:30～ 16:00
場　所  	八東図書館	絵本コーナー

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

新しく入った本
 

＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

❶  残火 …辻堂	ゆめ
❷  春までのセンセイ
 …早見	和真
❸  少年 ABC の完璧な選択
 …結城	真一郎
❹  継体天皇 …河内	春人
❺  つまり、それがルッキズム
 …前川	裕奈	ほか
❻  ミッケ！ 9
 …ウォルター	ウィック

❶  安恒 …今野	敏
❷  志記 2 …髙田	郁
❸  宇野千代 100 の言葉
 …中山	庸子
❹  ポンコツ一家 最後の 2 年
 …にしおか	すみこ
❺  敗れてもまた走れ
 …財部	誠一
❻  パンどろぼうと 

さすらいラーメン
 …柴田	ケイコ

❶  その犬をください
 …逢坂	冬馬
❷  ギャルにひかれて寺マルシェ
 …宮島	未奈
❸  虚弱と歩く
❹  私のカントリー　日本のヨー

ロッパを訪ねる
❺  生成 AI で世界はこう変わる
 …今井	翔太
❻  どんぐりむらのおいしゃさん
 …なかや	みわ

11 月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
	全館休館日　〇船岡・八東休館日

　〈開館時間〉	10：00～ 18：00

あたまイキイキ音読教室
※申込が必要です。

郡家図書館 	11 月27日（金）
10:30～ 11:15

船岡図書館 	11 月25日（水）
10:30～ 11:15

八東図書館 	11 月19日（木）
10:15～ 11:00

講師の先生に聞いた
チェアヨガのいいところ！

①		いつでも、誰でも手軽に始めら
れる

②		体や運動に不安がある方でも安
全、快適にできる

③		心身の不調緩和と作業効率の向
上につながる
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●人権推進課 ☎84-1228

人権の
ひろば

第21回部落解放研究集会のお知らせ
　「第 21回部落解放研究集会」を下記のとおり開催します。

演　題　「社会的包摂の実現に向けたまちづくり」～いまの部落差別問題～
講　師　一般社団法人タウンスペースWAKWAK　業務執行理事	兼	事務局長　岡本工介さん
日　時　11月29日（日）9:30～ 11:30（受付	9:00～）　　会　場　中央公民館	
その他　オンラインによるライブ配信有り　※事前登録が必要です

　詳しくは今月号の折り込みチラシをご覧ください。
　多くのみなさまのご参加をお待ちしています。

　スマートフォンやSNSの普及により、インターネットは私たちの生活に欠か
せない便利なものになっています。情報を集めたり、誰かとつながったり、生
活をより豊かにしてくれる一方で、使い方によっては、思わぬトラブルや人権
侵害につながることもあります。
　自分も相手も安心してインターネットや SNSを利用するために、次の3つ
のポイントを意識しましょう。

インターネットや SNS を 
上手に使おう

～安心して使うために、知っておきたい 3つのこと～

01　その情報、本当に正しい？
　ネット上には、事実とは異なる偽・誤情報が含まれていることがあります。
見かけた情報をそのまま信じたり、すぐに共有・拡散したりせず、公的機関や
専門家などの信頼できる情報源で確認しましょう。
　「伝える前に、まず確かめる」ことを心がけましょう。

02　投稿する前に、ひと呼吸
　顔が見えないネット上でも、画面の向こうには一人の人がいます。何気ない
投稿やコメントが、誰かを傷つけたり、誹謗中傷につながったりすることがあ
ります。
　他人のプライバシーに関わる情報や写真を安易に投稿せず、「この言葉を相
手に直接伝えても大丈夫？」と、投稿する前に一度考えてみましょう。

03　家庭で利用ルールを話し合おう
　スマートフォンを安心して使うためには、利用時間や使う場所、困ったとき
の相談先などについて、家庭で話し合っておくことも大切です。
　特に子どもが利用する場合は、有害な情報から守るため、フィルタリング機
能も活用しましょう。家族で一緒にルールを考え、成長や生活に合わせて見直
していくことも大切です。

ネットの向こうにも、相手がいます

　インターネットや SNS は、正しく使えば、情報を得たり、人とつながったりする便利な道具です。
　「その情報は正しいかな？」「誰かを傷つけないかな？」少し立ち止まって考えることが、自分も相手も大切にするこ
とにつながります。インターネットや SNS を上手に活用し、安心して暮らせる社会をつくっていきましょう！
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インフォメーション

女
性
消
防
隊
等
活
性
化
大
会
・

八
頭
町
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す

　
地
域
住
民
と
女
性
消
防
隊
等
が
講
演
や

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、
防
災
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
、
災
害
の
備
え
に
つ
な
げ

る
よ
う
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
７
日（
土
）９
：
00
～
11
：
30

会
場
／
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
／

◦
９
：
00
～
10
：
00
　
防
災
講
演

　「�
鳥
取
県
に
お
け
る
地
震
と
揺
れ
へ
の
備
え
」

　
講
師
　
鳥
取
大
学
　
香
川 

敬
生
　
教
授

◦
10
：
00
～
11
：
30
　
応
急
手
当
講
習
、

　
起
震
車
体
験
、
煙
体
験
な
ど
　

問
い
合
わ
せ
／

防
災
安
全
課

☎
７
６ｰ

０
２
０
３

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／

０
０
１
９
１
１
８

第
41
回
郡
家
部
落
解
放
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す

　
互
い
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
築

く
た
め
、
解
放
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
22
日（
日
）�

９
：
00
～
17
：
00

　
　
　
11
月
23
日（
月
・
祝
）

�

９
：
00
～
17
：
00

　
　
　
11
月
24
日（
火
）�

９
：
00
～
14
：
00

会
場
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
、
土
師

百
井
二
児
童
館
、
土
師
百
井
二
集
会
所

内
容
／

◦
開
会
行
事
　
11
月
22
日（
日
）10
：
00
～

◦�

ス
テ
ー
ジ
発
表
　
郡
家
地
域
や
ず
っ
子

学
習
会
、
郡
家
保
育
所
に
よ
る
歌
の
発

表
、
各
種
団
体
に
よ
る
発
表
な
ど

◦
飲
食
販
売
　
お
で
ん
、
焼
き
そ
ば
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
郡
家
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
２ｰ

２
６
７
２

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
６
８
６

「
朝
ヨ
ガ
教
室
」を
開
催
し
ま
す

　
朝
か
ら
体
を
動
か
し
て
、心
も
体
も
す
っ

き
り
と
し
た
一
日
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
25
日（
水
）10
：
00
～

　
　
　（
1
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
ニ
シ
ダ�

マ
イ
さ
ん

持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４ｰ

３
４
９
６

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
６
７
６
５

人
権
問
題
講
座
を
開
催
し
ま
す

◆
第
９
回

日
時
／
11
月
27
日（
金
）19
：
00
～
20
：
30

講
師
／
前
島�
博
之
さ
ん

�

（
鳥
取
県
立
鳥
取
聾
学
校
　
教
諭
）

演
題
／「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
挑
戦
」

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４ｰ

３
４
９
６

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
６
８
３

精
神
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
学
習

会
を
開
催
し
ま
す

　
成
年
後
見
制
度
の
基
本
的
な
内
容
や
、

民
法
等
の
改
正
に
よ
っ
て
今
後
ど
の
よ
う

に
制
度
が
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い

方
や
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時
／
11
月
27
日（
金
）14
：
00
～
15
：
00

会
場
／
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）

を
受
給
中
の
方
、
そ
の
ご
家
族

演
題
／「
成
年
後
見
制
度
と
は
～
民
法
等

改
正
に
よ
る
こ
れ
か
ら
も
交
え
て
～（
仮
）」

講
師
／

一
般
社
団
法
人
と
っ
と
り
東
部
権
利
擁
護

支
援
セ
ン
タ
ー

�

　
相
談
支
援
員
　
星
見�

智
之
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
☎
７
２ｰ

３
５
９
０

令
和
８
年
度

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
講
演
会

　
ひ
き
こ
も
り
を
経
験
し
た
講
師
の
話
を

通
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
を
深
め
、

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
選
択
肢
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

まちの情報を次のとおり�カテゴリーに分けてご案内します。
　　イベント・講座�→�各種イベント・講座開催のご案内
　　募　　　　集�→�各種委員や事業への参加者募集などのご案内
　　暮らしの情報�→�暮らしに便利な補助金や助成金、各種制度のご案内
　　各�種�相�談�会�→�各種相談会のご案内
　　健 康�・�福 祉�→�各種検診や健康・福祉に関するご案内
　　暮らしの知恵�→�暮らしにまつわるさまざまな情報のご案内
　　町��政��情��報�→�町行政からのお知らせ
��●ページ IDをご活用ください�↓↓↓
��　広報誌に掲載している情報を町ホームページでも紹介しています。��

Information

YAZU
八頭のお知らせを
分かりやすくご案内

��　ホームページの「検索」からページ ID検索窓に７桁の数字を入力すると、目的のページにジャンプします。
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インフォメーション

日
時
／
11
月
21
日（
土
）13
：
30
～
15
：
00

会
場
／
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ（
視
聴
覚
ホ
ー

ル
）

内
容
／
講
演

「
ひ
き
こ
も
り
だ
っ
た
私
が
伝
え
た
い
こ
と

―
生
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
に
―
」

講
師
／
一
般
社
団
法
人hito.toco

代
表

�
宮
武�

将
大
さ
ん

対
象
／
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ（
０
８
５
７ｰ

３
０ｰ

１
２
０
２
）、メ
ー

ル※�

後
日
、
録
画
配
信
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

申
込
期
限
／
11
月
18
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
ひ
き
こ
も
り

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
７ｰ

２
０ｰ

０
２
２
２

「
韓
国
文
化
を
知
ろ
う
」を

開
催
し
ま
す

　
行
政
派
遣
研
修
生
の
金
さ
ん
と
一
緒
に
、

韓
国
の
料
理「
チ
ュ
モ
ッ
パ
」作
り
や
遊
び

を
通
し
て
、
韓
国
文
化
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
30
日（
月
）15
：
00
～

　
　
　（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
横
城
郡
行
政
派
遣
研
修
生

�

　
金�

栄
珍（
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ン
）さ
ん

参
加
費
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定
員
／
10
人

申
込
期
間
／

11
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４ｰ

３
４
９
６

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
８
０
２

「
八
頭
ま
ち
ゼ
ミ
」開
催
！

　
八
頭
町
商
工
会
で
は
、
町
内
の
商
店
主

な
ど
が
講
師
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
ミ
ニ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
講
座
は「
つ
く
る
」「
ま
な
ぶ
」「
あ
そ
ぶ
」

「
た
べ
る
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
開
催
。

各
店
な
ら
で
は
の
知
識
や
コ
ツ
を
楽
し
く

学
べ
る
機
会
で
す
。
日
常
生
活
に
役
立
つ

知
識
や
新
し
い
発
見
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
期
間
／
11
月
１
日（
日
）～
30
日（
月
）

※�

開
催
店
舗
ご
と
に
開
催
日
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
講
座
一
覧
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
／
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
講
座
一

覧
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
講
座
に

記
載
さ
れ
た
申
込
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
八
頭
町
商
工
会

☎
７
２ｰ

２
１
１
３

動
物
駆
逐
用
煙
火
保
安
教
育
講
習

を
開
催
し
ま
す

　
集
落
に
出
没
す
る
有
害
鳥
獣
の
追
い
払

い
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
た
め
、
動
物
駆

逐
用
煙
火
の
使
用
に
必
要
な
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
動
物
駆
逐
用
煙
火
は
、
通
常
の
花
火
と

は
異
な
り
、
火
薬
類
取
締
法
に
基
づ
く
煙

火
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
使
用
に

は
保
安
教
育
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

前
年
に
受
講
し
た
方
も
、
毎
年
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
20
日（
金
）14
：
00
～

　
　
　（
受
付
13
：
00
～
）

　
　
　
※
講
習
は
１
時
間
程
度

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

内
容
／
動
物
駆
逐
用
煙
火
保
安
教
育
講
習

講
師
／
㈱
ラ
イ
ズ

定
員
／
50
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
11
月
13
日（
金
）

受
講
時
に
必
要
な
も
の
／

◇
新
規
受
講
者

①
写
真
１
枚

　
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
縦
３
ｃ
ｍ
×

横
２
．
５
ｃ
ｍ
の
も
の（
縦
長
）

※
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

帽
子
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
背
景
の
あ
る
も

の
は
不
可
。
写
真
用
紙
以
外（
コ
ピ
ー

用
紙
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
な
ど
）は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

②
費
用
　
５
，
５
０
０
円

　
手
帳
交
付
申
請
料
　
３
，
０
０
０
円
＋

　
保
安
教
育
受
講
料
　
２
，
５
０
０
円

◇
更
新
受
講
者

※
毎
年
の
受
講
が
必
要
で
す
。

①
煙
火
消
費
保
安
手
帳

②
費
用
　
２
，
５
０
０
円

　
保
安
教
育
受
講
料
　
２
，
５
０
０
円

受
講
費
用
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
／

　
集
落
ま
た
は
サ
ル
な
ど
の
追
い
払
い
に

取
り
組
む
団
体
を
対
象
に
、
受
講
費
用
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
林

振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
新
規
受
講
者
　
受
講
費
用
の
３
／
３

◦
更
新
受
講
者
　
受
講
費
用
の
２
／
３

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
農
林
振
興
課

☎
７
６ｰ

０
２
０
８

小
学
生
親
子
料
理
教
室

　
出
汁
の
う
ま
味
を
生
か
し
た
料
理
を
作

り
な
が
ら
、
減
塩
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
親
子
で
楽
し
く
料
理
に
挑
戦
し

ま
し
ょ
う
！
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日
時
／
11
月
21
日（
土
）13
：
30
～
15
：
00

会
場
／
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ（
視
聴
覚
ホ
ー

ル
）

内
容
／
講
演

「
ひ
き
こ
も
り
だ
っ
た
私
が
伝
え
た
い
こ
と

―
生
き
る
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
に
―
」

講
師
／
一
般
社
団
法
人hito.toco

代
表

�

宮
武�

将
大
さ
ん

対
象
／
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ（
０
８
５
７ｰ

３
０ｰ

１
２
０
２
）、メ
ー

ル※�

後
日
、
録
画
配
信
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

申
込
期
限
／
11
月
18
日（
水
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
ひ
き
こ
も
り

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
７ｰ

２
０ｰ

０
２
２
２

「
韓
国
文
化
を
知
ろ
う
」を

開
催
し
ま
す

　
行
政
派
遣
研
修
生
の
金
さ
ん
と
一
緒
に
、

韓
国
の
料
理「
チ
ュ
モ
ッ
パ
」作
り
や
遊
び

を
通
し
て
、
韓
国
文
化
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
／
11
月
30
日（
月
）15
：
00
～

　
　
　（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
横
城
郡
行
政
派
遣
研
修
生

�

　
金�

栄
珍（
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ン
）さ
ん

参
加
費
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定
員
／
10
人

申
込
期
間
／

11
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４ｰ

３
４
９
６

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
８
０
２

「
八
頭
ま
ち
ゼ
ミ
」開
催
！

　
八
頭
町
商
工
会
で
は
、
町
内
の
商
店
主

な
ど
が
講
師
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
ミ
ニ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
講
座
は「
つ
く
る
」「
ま
な
ぶ
」「
あ
そ
ぶ
」

「
た
べ
る
」の
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
開
催
。

各
店
な
ら
で
は
の
知
識
や
コ
ツ
を
楽
し
く

学
べ
る
機
会
で
す
。
日
常
生
活
に
役
立
つ

知
識
や
新
し
い
発
見
を
見
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

開
催
期
間
／
11
月
１
日（
日
）～
30
日（
月
）

※�

開
催
店
舗
ご
と
に
開
催
日
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
講
座
一
覧
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法
／
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
講
座
一

覧
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
講
座
に

記
載
さ
れ
た
申
込
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
八
頭
町
商
工
会

☎
７
２ｰ

２
１
１
３

動
物
駆
逐
用
煙
火
保
安
教
育
講
習

を
開
催
し
ま
す

　
集
落
に
出
没
す
る
有
害
鳥
獣
の
追
い
払

い
を
地
域
ぐ
る
み
で
行
う
た
め
、
動
物
駆

逐
用
煙
火
の
使
用
に
必
要
な
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
動
物
駆
逐
用
煙
火
は
、
通
常
の
花
火
と

は
異
な
り
、
火
薬
類
取
締
法
に
基
づ
く
煙

火
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
使
用
に

は
保
安
教
育
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

前
年
に
受
講
し
た
方
も
、
毎
年
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

日
時
／
11
月
20
日（
金
）14
：
00
～

　
　
　（
受
付
13
：
00
～
）

　
　
　
※
講
習
は
１
時
間
程
度

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

内
容
／
動
物
駆
逐
用
煙
火
保
安
教
育
講
習

講
師
／
㈱
ラ
イ
ズ

定
員
／
50
人（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
11
月
13
日（
金
）

受
講
時
に
必
要
な
も
の
／

◇
新
規
受
講
者

①
写
真
１
枚

　
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
縦
３
ｃ
ｍ
×

横
２
．
５
ｃ
ｍ
の
も
の（
縦
長
）

※
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

帽
子
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
背
景
の
あ
る
も

の
は
不
可
。
写
真
用
紙
以
外（
コ
ピ
ー

用
紙
、
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
真
な
ど
）は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

②
費
用
　
５
，
５
０
０
円

　
手
帳
交
付
申
請
料
　
３
，
０
０
０
円
＋

　
保
安
教
育
受
講
料
　
２
，
５
０
０
円

◇
更
新
受
講
者

※
毎
年
の
受
講
が
必
要
で
す
。

①
煙
火
消
費
保
安
手
帳

②
費
用
　
２
，
５
０
０
円

　
保
安
教
育
受
講
料
　
２
，
５
０
０
円

受
講
費
用
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
／

　
集
落
ま
た
は
サ
ル
な
ど
の
追
い
払
い
に

取
り
組
む
団
体
を
対
象
に
、
受
講
費
用
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
林

振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
新
規
受
講
者
　
受
講
費
用
の
３
／
３

◦
更
新
受
講
者
　
受
講
費
用
の
２
／
３

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
農
林
振
興
課

☎
７
６ｰ

０
２
０
８

小
学
生
親
子
料
理
教
室

　
出
汁
の
う
ま
味
を
生
か
し
た
料
理
を
作

り
な
が
ら
、
減
塩
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
親
子
で
楽
し
く
料
理
に
挑
戦
し

ま
し
ょ
う
！

▲二次元コード
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米
子
駐
屯
地
創
設
76
周
年
記
念
行
事

　
米
子
駐
屯
地
の
創
設
76
周
年
を
記
念
し

た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
装
備
品
の
展

示
や
体
験
試
乗
な
ど
、
普
段
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
め
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
８
日（
日
）９
：
00
～
15
：
00

会
場
／
陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

　
　
　（
米
子
市
両
三
柳
２
６
０
３
）

内
容
／
装
備
品
展
示
、
体
験
試
乗
な
ど

来
場
時
の
注
意
／

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
米
子
駐
屯
地
広
報
室

☎
０
８
５
９ｰ

２
９ｰ

２
１
６
１

と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス
開
催

　
県
内
の
多
様
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
知

り
、
地
域
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
イ
ベ

ン
ト「
と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス
」を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
29
日（
日
）10
：
00
～
15
：
00

会
場
／
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港

内
容
／

◦�

地
域
づ
く
り
活
動
団
体
な
ど
に
よ
る
活

動
Ｐ
Ｒ
・
体
験
ブ
ー
ス

◦
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

◦
空
港
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◦
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

そ
の
他
／
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
協
働
参
画
課

☎
０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

７
２
４
８

日
時
／
12
月
12
日（
土
）10
：
00
～
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階
　
調
理
実
習
室

内
容
／
出
汁
巻
き
卵
、
味
噌
汁
な
ど

対
象
／
町
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
／
８
組（
先
着
順
）

参
加
費
／
１
人
２
０
０
円

申
込
締
切
／
11
月
28
日（
土
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
７
２ｰ

３
１
１
３

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
６
９
９

と
っ
と
り
移
住
し
ご
と
フ
ェ
ア 
in 

東
京

　
県
内
の
市
町
村
・
企
業
等
が
一
堂
に
集

う
最
大
級
の
移
住
・
就
職
イ
ベ
ン
ト
が
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
そ
ろ
そ
ろ
地
元
に

戻
ろ
う
か
な
」「
自
然
豊
か
な
田
舎
で
子
育

て
し
た
い
な
」と
お
考
え
の
ご
家
族
や
ご

友
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
29
日（
日
）11
：
00
～
16
：
00

場
所
／

東
京
交
通
会
館
12
階
　
カ
ト
レ
ア
サ
ロ
ン

（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
２ｰ

10ｰ

１
）

内
容
／

◦
移
住
・
就
職
・
就
農
等
の
相
談
ブ
ー
ス

◦
先
輩
移
住
者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

◦
鳥
取
の
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
　
等

問
い
合
わ
せ
／（
公
財
）ふ
る
さ
と
鳥
取
県

定
住
機
構
☎
０
８
５
７ｰ

５
０ｰ

０
１
３
７

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
０
７
４
２
２

遺
言
講
演
会
・
相
続
登
記
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　
遺
言
や
相
続
登
記
に
つ
い
て
学
べ
る
講

演
会・説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。参
加
無
料・

予
約
制
で
す
。

日
時
／
11
月
26
日（
木
）

会
場
／
鳥
取
地
方
法
務
局（
鳥
取
市
）、
倉

吉
支
局（
倉
吉
市
）、
米
子
支
局（
米
子
市
）

※�

倉
吉
支
局
及
び
米
子
支
局
は
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
す
。

内
容
／

◇
講
演
会（
13
：
30
～
14
：
30
）

　
テ
ー
マ
　
公
正
証
書
遺
言
に
つ
い
て

　
講
師
　
鳥
取
公
証
人
合
同
役
場

�

　
公
証
人
　
山
本 

芳
郎
さ
ん

◇
説
明
会
１（
14
：
50
～
15
：
20
）

　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に
つ
い
て

◇
説
明
会
２（
15
：
40
～
16
：
30
）

　
相
続
登
記
の
手
続
に
つ
い
て

定
員
／
鳥
取
会
場
36
人
、
倉
吉
会
場
12
人
、

米
子
会
場
20
人（
各
回
同
じ
）

受
付
／
11
月
４
日（
水
）か
ら
先
着
順

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

鳥
取
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
８
５
７ｰ

２
２ｰ
２
１
９
１

親
子
で
楽
し
む 

子
ど
も
シ
ア
タ
ー

　
親
子
で
楽
し
め
る
映
画
上
映
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日（
土
）10
：
00
～
11
：
40

会
場
／
中
央
公
民
館
　
２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
劇
場
版
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー
　

キ
ミ
に
き
め
た
！

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
７
２ｰ

３
１
１
３

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
７
０
１

名
作
を
味
わ
う 

公
民
館
シ
ア
タ
ー

　
名
作
映
画
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
21
日（
土
）13
：
30
～
15
：
10

会
場
／
中
央
公
民
館
　
２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
お
と
う
と

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
７
２ｰ

３
１
１
３

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
８
７
０
２

八
頭
町
芸
術
文
化
交
流
プ
ラ
ザ

あ
ー
と
ふ
る
八
頭
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
企
画
展
】鉄
道
の
魅
力
を
再
発
見
！
「
鉄

道
模
型
展
２
０
２
６
」

　
鉄
道
模
型
と
鉄
道
写
真
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
若
桜
線
や
因
美
線
を
走
る
車

両
が
Ｎ
ゲ
ー
ジ
で
勢
ぞ
ろ
い
。
安
部
駅
、

因
幡
船
岡
駅
、
御
蔵
橋
な
ど
、
沿
線
の
お

な
じ
み
の
ス
ポ
ッ
ト
も
精
巧
な
ジ
オ
ラ
マ

で
再
現
さ
れ
ま
す
。

▲�詳しくは
コチラ
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インフォメーション

　
鉄
道
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
で

も
楽
し
め
る
企
画
展
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
／
11
月
１
日（
日
）～
29
日（
日
）ま
で

協
力
／
鳥
取
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ

【
イ
ベ
ン
ト
】Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
走
行
会

　
動
か
な
い
展
示
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
。

ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
で
走
る

鉄
道
模
型
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。「
ス
ー

パ
ー
は
く
と
」の
ほ
か
、
来
年
引
退
予
定

の「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
」「
５
０
０
系
こ

だ
ま
」も
走
行
予
定
で
す
。

期
日
／
11
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

時
間
／
午
前
の
部
　
10
：
00
～

　
　
　
午
後
の
部
　
13
：
30
～

【
イ
ベ
ン
ト
】え
と
せ
と
ら
音
楽
ひ
ろ
ば

―
２
０
２
６
―
秋
の
例
会
ｖ
ｏ
ｌ.

７

　
懐
か
し
い
楽
曲
を
、
真
空
管
ア
ン
プ
に

よ
る
ア
ナ
ロ
グ
な
ら
で
は
の
温
か
み
の
あ

る
音
で
楽
し
む
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
で
す
。

参
加
費
／
無
料

期
日
／
11
月
28
日（
土
）

時
間
／
13
：
30
～
15
：
15

会
場
／
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
　
３
階
ホ
ー
ル

共
催
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
レ
ン
ド
45

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
こ
り

in
や
ず
の
参
加
者
募
集

　
ほ
っ
こ
り
に
所
属
す
る
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
方
と
交
流
し
な
が
ら
、
簡

単
な
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
手
話

に
興
味
の
あ
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
／
12
月
３
日（
木
）10
：
30
～
14
：
00

会
場
／
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／

町
内
在
住
で
、
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に

く
い
方
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
方

内
容
／

◦
午
前
　�
自
己
紹
介
、
ミ
ニ
手
話
教
室
、

ラ
ン
チ（
弁
当
代
５
５
０
円
）

◦
午
後
　
楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
そ
う

申
込
期
限
／
11
月
16
日（
月
）ま
で

参
加
費
／
弁
当
代
５
５
０
円

問
い
合
わ
せ
／

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
こ
り

☎
０
８
５
７ｰ

５
０ｰ

０
１
７
５

福
祉
課
☎
７
２ｰ

３
５
９
０

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
つ
い
て

　
国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役
割
、
税

務
行
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を「
税
を

考
え
る
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

【
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
提
出
方
法
が

変
わ
り
ま
す
】

　
令
和
９
年
１
月
以
降
、
給
与
支
払
報
告

書
を
市
区
町
村
へ
提
出
し
た
場
合
、
税
務

署
へ「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」を
提
出

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
・
提
出
に
は
、

自
宅
や
職
場
か
ら
手
続
き
が
で
き
る
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
税
務
署

☎
０
８
５
７ｰ

２
２ｰ

２
１
４
１

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
11
月
30
日
を「
年

金
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

将
来
受
け
取
る
年
金
見
込
額
を
試
算
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す

る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
の

申
出
な
ど
の
電
子
申
請
や
、
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
で

の
確
定
申
告
に
利
用
で
き
る
控
除
証
明
書

な
ど
の
電
子
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の「
社
会
保

険
料
控
除
」の
対
象
と
な
り
、
課
税
所
得

か
ら
全
額
控
除
で
き
ま
す
。
そ
の
年
に
納

め
た
保
険
料
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分

や
追
納
分
も
控
除
の
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
さ
ん

な
ど
）の
国
民
年
金
保
険
料
を
代
わ
り
に

支
払
っ
た
場
合
も
、
支
払
っ
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

芸術文化交流プラザ�
あーとふる八頭
開館 木～日曜日、祝日
（10：00～16：00）
☎71–1016

▲日本年金機構
　ホームページ

▲国税庁
　ホームページ
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インフォメーション

　
鉄
道
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
で

も
楽
し
め
る
企
画
展
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
／
11
月
１
日（
日
）～
29
日（
日
）ま
で

協
力
／
鳥
取
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ

【
イ
ベ
ン
ト
】Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
鉄
道
模
型
走
行
会

　
動
か
な
い
展
示
だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
。

ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
Ｈ
Ｏ
ゲ
ー
ジ
で
走
る

鉄
道
模
型
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。「
ス
ー

パ
ー
は
く
と
」の
ほ
か
、
来
年
引
退
予
定

の「
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
」「
５
０
０
系
こ

だ
ま
」も
走
行
予
定
で
す
。

期
日
／
11
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

時
間
／
午
前
の
部
　
10
：
00
～

　
　
　
午
後
の
部
　
13
：
30
～

【
イ
ベ
ン
ト
】え
と
せ
と
ら
音
楽
ひ
ろ
ば

―
２
０
２
６
―
秋
の
例
会
ｖ
ｏ
ｌ.

７

　
懐
か
し
い
楽
曲
を
、
真
空
管
ア
ン
プ
に

よ
る
ア
ナ
ロ
グ
な
ら
で
は
の
温
か
み
の
あ

る
音
で
楽
し
む
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
で
す
。

参
加
費
／
無
料

期
日
／
11
月
28
日（
土
）

時
間
／
13
：
30
～
15
：
15

会
場
／
あ
ー
と
ふ
る
八
頭
　
３
階
ホ
ー
ル

共
催
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
レ
ン
ド
45

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
こ
り

in
や
ず
の
参
加
者
募
集

　
ほ
っ
こ
り
に
所
属
す
る
き
こ
え
な
い
・

き
こ
え
に
く
い
方
と
交
流
し
な
が
ら
、
簡

単
な
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
手
話

に
興
味
の
あ
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
／
12
月
３
日（
木
）10
：
30
～
14
：
00

会
場
／
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
／

町
内
在
住
で
、
き
こ
え
な
い
・
き
こ
え
に

く
い
方
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
方

内
容
／

◦
午
前
　�

自
己
紹
介
、
ミ
ニ
手
話
教
室
、

ラ
ン
チ（
弁
当
代
５
５
０
円
）

◦
午
後
　
楽
し
く
か
ら
だ
を
動
か
そ
う

申
込
期
限
／
11
月
16
日（
月
）ま
で

参
加
費
／
弁
当
代
５
５
０
円

問
い
合
わ
せ
／

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
こ
り

☎
０
８
５
７ｰ

５
０ｰ

０
１
７
５

福
祉
課
☎
７
２ｰ

３
５
９
０

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
つ
い
て

　
国
税
庁
で
は
、
税
の
意
義
や
役
割
、
税

務
行
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
を「
税
を

考
え
る
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

【
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
の
提
出
方
法
が

変
わ
り
ま
す
】

　
令
和
９
年
１
月
以
降
、
給
与
支
払
報
告

書
を
市
区
町
村
へ
提
出
し
た
場
合
、
税
務

署
へ「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」を
提
出

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
・
提
出
に
は
、

自
宅
や
職
場
か
ら
手
続
き
が
で
き
る
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
）を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
税
務
署

☎
０
８
５
７ｰ

２
２ｰ

２
１
４
１

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
11
月
30
日
を「
年

金
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
い
つ
で
も
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
ま
す
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

将
来
受
け
取
る
年
金
見
込
額
を
試
算
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す

る
と
、
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
の

申
出
な
ど
の
電
子
申
請
や
、
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
で

の
確
定
申
告
に
利
用
で
き
る
控
除
証
明
書

な
ど
の
電
子
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
確
認
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料

控
除
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の「
社
会
保

険
料
控
除
」の
対
象
と
な
り
、
課
税
所
得

か
ら
全
額
控
除
で
き
ま
す
。
そ
の
年
に
納

め
た
保
険
料
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分

や
追
納
分
も
控
除
の
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
さ
ん

な
ど
）の
国
民
年
金
保
険
料
を
代
わ
り
に

支
払
っ
た
場
合
も
、
支
払
っ
た
方
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

芸術文化交流プラザ�
あーとふる八頭
開館 木～日曜日、祝日
（10：00～16：00）
☎71–1016

▲日本年金機構
　ホームページ

▲国税庁
　ホームページ
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利
用
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
回
数
や
通
院
の
負
担
、
医
療
費
の
軽

減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
使
い
方
／

【
１
回
目
】

　
通
常
の
処
方
箋
と
同
様
に
、
交
付
の
日
を

含
め
て
４
日
以
内
に
薬
局
で
調
剤
し
て
も
ら

い
ま
す
。
調
剤
後
、
薬
局
か
ら
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋（
原
本
）が
返
却
さ
れ
ま
す
の
で
、
紛
失

し
な
い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
２
回
目
以
降
】

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
記
載
さ
れ
た
次
回

調
剤
予
定
日
の
前
後
７
日
以
内
に
薬
局
で

調
剤
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
２
回
目
以
降
は
医
療
機
関
を
受
診
し
な

い
た
め
、
服
用
中
に
気
に
な
る
こ
と
や
症

状
の
変
化
が
あ
る
場
合
は
、
薬
剤
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
継
続
的
な
薬
学
的
管
理
・
指
導
を
受
け

る
た
め
、
同
じ
薬
局
で
調
剤
し
て
も
ら
う

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
７
６ｰ

０
２
０
５

鳥
取
県
最
低
賃
金
改
正
に
つ
い
て

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規
模
お

よ
び
常
用
・
臨
時
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
・

嘱
託
な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称
に
か
か
わ

ら
ず
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

対象者 送付時期

令和８年１月１日～
令和８年９月 30日までの
間に保険料を納付された方

10月下旬
　　～
11月上旬

令和８年 10月１日～
令和８年 12月 31日までの
間に保険料を納付された方

令和９年
２月上旬

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構
　
鳥
取
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
７ｰ

２
７ｰ

８
３
１
１

町
民
課
☎
７
６ｰ

０
２
０
５

「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
は
、
症
状
が
安
定
し

て
い
る
場
合
に
、
医
師
の
判
断
で
、
同
じ

処
方
箋
を
繰
り
返
し
使
用
し
て
薬
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
通
院

の
負
担
軽
減
な
ど
に
つ
な
が
る
た
め
、
制

度
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
と
は
／

　
医
師
が
認
め
た
場
合
、
同
じ
処
方
箋
を

最
大
３
回
ま
で
繰
り
返
し
使
用
し
て
、
薬

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
薬
量

に
制
限
の
あ
る
医
薬
品（
向
精
神
薬
な
ど
）

や
湿
布
薬
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鳥
取
県
最
低
賃
金
／

時
間
額
　
１
，
０
９
０
円

発
効
年
月
日
／
令
和
８
年
10
月
３
日

問
い
合
わ
せ
／

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
５
７ｰ

２
９ｰ

１
７
０
５

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
０
１
２
１
８

弁
護
士
に
よ
る「
な
ん
で
も
相
談
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
弁
護
士
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
４
日（
金
）13
：
30
～
16
：
30

会
場
／

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

受
付
開
始
日
／
11
月
２
日（
月
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
か
が
や
き
」

☎
８
４ｰ

２
３
６
１

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
０
４
６
２
７

総
合
相
談（
人
権
・
行
政
）

　
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
が
無

料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
11
日（
水
）13
：
30
～
16
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
・
船
岡
地
区
公
民
館
・

丹
比
地
区
公
民
館

巡
回
行
政
相
談

　
国
な
ど
の
行
政
に
関
す
る
相
談
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員
が
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
28
日（
土
）13
：
30
～
15
：
30

会
場
／
郡
家
東
地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ
／
企
画
課
☎
７
６ｰ

０
２
１
２

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　
相
続
、不
動
産
登
記
、会
社・法
人
登
記
、

成
年
後
見
、
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日（
火
）16
：
00
～
18
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
図
書
館

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
５
７ｰ

２
４ｰ

７
０
２
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用
、

許
認
可
申
請
、
契
約
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
制
、
１
人
30
分
程
度

日
時
／
11
月
14
日（
土
）10
：
00
～
14
：
00

会
場
／
鳥
取
市
立
中
央
図
書
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

外
国
人
無
料
相
談
会

　
在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、

そ
の
他
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
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こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
保
健
課
☎
７
２ｰ

３
５
６
６

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
０
１
３
０
１

郡
家
地
域
巡
回
検
診

　
結
核
・
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
の
巡

回
検
診
を
行
い
ま
す
。

持
ち
物
／

◦�

が
ん
検
診
受
診
券（
５
月
下
旬
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
前
日
ま
で

に
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※�

当
日
、
受
診
券
が
な
い
と
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◦
肺
が
ん（
結
核
）巡
回
検
診
問
診
票

◦
大
腸
が
ん
巡
回
検
診
問
診
票

※�
問
診
票
は
必
ず
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

月日 場　所 時　間

11
月
10
日（
火
）

下坂公民館  �９：00～　９：10
いなば新水園  �９：20～　９：30
口山上三叉路  �９：40～　９：50
上峰寺多目的集会所 10：00～ 10：10
下峰寺公民館 10：20～ 10：30
井古公民館 10：40～ 10：50
岸本歯科医院駐車場 13：30～ 13：40
門尾（国旗掲揚台の三叉路）13：50～ 14：00
堀越コミュニティーセンター 14：10～ 14：20

※�

日
本
人
の
相
談
も
可
、
英
語
・
中
国
語

対
応
可（
事
前
予
約
制
・
先
着
５
人
）

日
時
／
11
月
11
日（
水
）10
：
00
～
12
：
00

会
場
／
鳥
取
県
立
図
書
館
　
２
階

問
い
合
わ
せ
／

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
５
７ｰ
２
４ｰ
２
７
４
４

休
日
検
診
の
ご
案
内

　
平
日
に
集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
方

を
対
象
に
、
休
日
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

検
診
日
／
11
月
８
日（
日
）

受
付
時
間
／
８
：
30
～
10
：
00

会
場
／
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
の
種
類
／

◦�

各
種
が
ん
検
診

　（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
・
前
立
腺
）

◦
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

◦
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

◦
特
定
健
康
診
査

◦
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

持
ち
物
／

◦
が
ん
検
診
受
診
券

◦
特
定
健
康
診
査
受
診
券

◦
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
券

◦
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど

◦�

受
診
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己
負
担
金

※�

当
日
、
受
診
券
が
な
い
と
検
診
を
受
け
る

問
い
合
わ
せ
／
保
健
課
☎
７
２ｰ

３
５
６
６

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
０
１
３
０
１

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す

　
歯
周
病
な
ど
の
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予

防
す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
で
き
る
ケ
ア

や
歯
科
検
診
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。
専
門
家
が
、
健
康
な
歯
と
口

を
保
つ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
し
ま

す
。

演
題
／

「
自
分
で
は
気
づ
け
な
い
か
も
！？
　
お
口
の

ト
ラ
ブ
ル
～
歯
周
病
ケ
ア
と
正
し
い
検
診

の
活
か
し
方
～
」

講
師
／
谷
尾
歯
科
医
院

�

　
院
長
　
谷
尾 

俊
輔
さ
ん

日
時
／
12
月
３
日（
木
）14
：
00
～
15
：
00

　
　
　（
受
付
13
：
40
～
）

会
場
／
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー

☆
出
前
図
書
館
も
あ
り
ま
す

申
込
方
法
／
12
月
２
日（
水
）ま
で
に
保
健

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
保
健
課
☎
７
２ｰ

３
５
６
６

「
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
」で
生
活
機

能
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め

に
は
、
心
や
体
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に

早
く
気
づ
き
、
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」は
25
の
質
問

に「
は
い
・
い
い
え
」で
答
え
る
こ
と
で
、

運
動
機
能
・
栄
養
・
口
腔
機
能
・
生
活
機
能
・

閉
じ
こ
も
り
・
認
知
症
・
う
つ
の
７
つ
の

分
野
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
対
象
の
方
へ
は
10
月
上
旬
に
用
紙
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
ご
記
入
の
う
え
、
期

限
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
生
活
機
能

の
低
下
が
見
ら
れ
た
方
に
は
、
介
護
予
防

教
室
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
取
組
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

対
象
者
／

◦�

70
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
の
な
い
方

◦��

70
歳
以
上
で
要
支
援
１・
２
の
認
定
を
お

持
ち
で
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
方

返
送
期
限
／
12
月
25
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
２ｰ

３
５
７
４

令和 8年 熊本地震災害義援金
受付期間を

令和9年3月31日まで延長します。
　日本赤十字社では、被災された方々を
支援するため、義援金を受け付けていま
す。このたび、受付期間が令和 9年 3月
31日まで延長されました。
　皆さんの温かいご支援を
よろしくお願いします。 ▲詳しくはコチラ
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11 月の保健課事業計画
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

2 月
健診結果相談会 （受付）13：30～ 13：50 中私都改善センター 9/29　健診受診者対象
骨コツ筋力アップ教室 14：00～ 15：00 郡家保健センター 一般

4 水 さわやか体操教室 （1部）9：40～ 10：40�
（2部）10：45～ 11：45 郡家保健センター （1部）64歳以下対象�

（2部）65歳以上対象

5 木
集団検診 （受付）8：30～ 10：00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

水中運動教室 （1部）9：45～ 10：30�
（2部）10：45～ 11：30 八東保健センター （1部）64歳以下対象�

（2部）65歳以上対象
6 金 集団検診 （受付）8：30～ 10：00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください
8 日 集団検診 （受付）8：30～ 10：00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

9 月
こころとからだの健康相談 9：30～ 10：30 郡家保健センター 一般
健診結果相談会 （受付）13：30～ 13：50 下私都改善センター 10/6　健診受診者対象

10 火

巡回検診 9：00～ 14：20 郡家地域 検診案内チラシをご覧ください
水中運動教室 10：00～ 10：45 八東保健センター 65歳以上対象
6か月児健康診査 （受付）12：45～ 13：00 郡家保健センター R8.3.16 ～ R8.5.10 生
ゆるやか体操教室 14：00～ 15：00 八東保健センター 一般

11 水 集団検診 （受付）8：30～ 10：00 男女共同参画センター 検診案内チラシをご覧ください

12 木
水中運動教室 （1部）9：45～ 10：30�

（2部）10：45～ 11：30 八東保健センター （1部）64歳以下対象�
（2部）65歳以上対象

3歳児健康診査 （受付）12：30～ 12：45 郡家保健センター R5.9.8 ～ R5.10.23 生
13 金 男のかろやか体操教室 14：00～ 15：00 郡家保健センター 男性

16 月 認知症の人と家族のつどい 13：30～ 15：30 郡家保健センター 認知症の方を介護している�
家族の方など

17 火
水中運動教室 10：00～ 10：45 八東保健センター 65歳以上対象
ゆるやか体操教室 14：00～ 15：00 郡家保健センター 一般

18 水
集団検診 （受付）8：30～ 10：00 船岡地区公民館 検診案内チラシをご覧ください

さわやか体操教室 （1部）9：40～ 10：40�
（2部）10：45～ 11：45 船岡保健センター （1部）64歳以下対象�

（2部）65歳以上対象

19 木 水中運動教室 （1部）9：45～ 10：30�
（2部）10：45～ 11：30 八東保健センター （1部）64歳以下対象�

（2部）65歳以上対象

24 火
集団検診 （受付）8：30～ 10：00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください
水中運動教室 10：00～ 10：45 八東保健センター 65歳以上対象
骨コツ筋力アップ教室 14：00～ 15：00 八東保健センター 一般

25 水 集団検診 （受付）8：30～ 10：00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

26 木
水中運動教室 （1部）9：45～ 10：30�

（2部）10：45～ 11：30 八東保健センター （1部）64歳以下対象�
（2部）65歳以上対象

5歳児健康診査 通知でお知らせします 郡家保健センター R3.10.19 ～ R3.11.26 生
27 金 健診結果相談会 （受付）13：30～ 13：50 国中改善センター 10/21　健診受診者対象

12 月上旬の保健課事業計画
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

1 火
水中運動教室 10：00～ 10：45 八東保健センター 65歳以上対象
骨コツ筋力アップ教室 14：00～ 15：00 八東保健センター 一般

2 水 さわやか体操教室 （1部）9：40～ 10：40�
（2部）10：45～ 11：45 郡家保健センター （1部）64歳以下対象�

（2部）65歳以上対象

3 木
水中運動教室 （1部）9：45～ 10：30�

（2部）10：45～ 11：30 八東保健センター （1部）64歳以下対象�
（2部）65歳以上対象

健康講座 14：00～ 15：00 郡家保健センター 一般
4 金 男のかろやか体操教室 14：00～ 15：00 郡家保健センター 男性

7 月
こころとからだの健康相談 9：30～ 10：30 郡家保健センター 一般
2～ 3か月児育児相談 13：30～ 16：00 郡家保健センター R8.8.20 ～ R8.10.7 生

8 火
水中運動教室 10：00～ 10：45 八東保健センター 65歳以上対象
ゆるやか体操教室 14：00～ 15：00 八東保健センター 一般

9 水 健診結果相談会 （受付）13：30～ 13：50 郡家保健センター 11/5・6　健診受診者対象

10 木
水中運動教室 （1部）9：45～ 10：30�

（2部）10：45～ 11：30 八東保健センター （1部）64歳以下対象�
（2部）65歳以上対象

2歳児歯科健康診査 （受付）12：45～ 13：00 郡家保健センター R6.7.26 ～ R6.9.24 生
各事業は、中止・延期となる場合があります。詳しくは、ホームページをご確認いただくか、保健課までお問い合わせください。
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【
は
い
！
こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
員
で
す
】

分
電
盤
の
点
検
商
法
に
ご
注
意

　「
電
力
会
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た
」「
点
検

が
必
要
」な
ど
と
言
っ
て
突
然
訪
問
し
、
分

電
盤
の
交
換
工
事
を
契
約
さ
せ
る「
点
検
商

法
」に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

２
０
２
５
年
度
の
相
談
件
数
は
前
年
度
の

約
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

点
検
商
法
の
事
例
／

　「
電
力
会
社
の
も
の
で
す
が
、
分
電
盤
の

点
検
に
伺
い
ま
す
」と
電
話
が
あ
り
、
法

定
点
検
だ
と
思
っ
て
来
訪
を
承
諾
し
た
。

点
検
後
、「
分
電
盤
の
耐
用
年
数
は
法
律
で

15
年
と
決
ま
っ
て
い
る
。
漏
電
し
た
ら
大

変
な
こ
と
に
な
る
」と
交
換
を
勧
め
ら
れ
、

約
14
万
円
で
交
換
工
事
の
契
約
を
し
た
。

　
業
者
が
帰
っ
た
後
、
電
力
会
社
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
電
力
会
社
と
は
関
係
の
な

い
業
者
だ
と
分
か
っ
た
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
／

◦�

電
話
な
ど
で
点
検
を
持
ち
か
け
て
く
る

業
者
に
は
、
安
易
に
点
検
を
依
頼
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

点
検
を
受
け
て
も
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に

契
約
せ
ず
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

◦�

電
力
会
社
な
ど
を
名
乗
る
場
合
は
、
契

約
し
て
い
る
電
力
会
社
に
直
接
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　　　　 ☎84-1230
　　　　 平日9：00～16：00
　　　　 丹比地区公民館
　　　　 （毎週木・金曜日）
※秘密は固く守られます。
安心してご相談ください。

面談相談

電話相談

下
水
道
使
用
料
の
料
金
体
系
の

変
更
・
料
金
改
正
に
つ
い
て

　
令
和
９
年
度
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
の

料
金
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
家
庭

の
料
金
体
系
を
こ
れ
ま
で
の
世
帯
人
数
に

応
じ
た
計
算
か
ら
、
使
用
水
量
に
応
じ
た

計
算
へ
変
更
し
ま
す
。

　
変
更
後
の
料
金
や
計
算
方
法
な
ど
、
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
広
報
や

ず
12
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
上
下
水
道
課

☎
７
２ｰ

３
９
７
３

令
和
９
年
度 

八
頭
町
会
計
年
度

任
用
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
令
和
９
年
度
採
用
の
八
頭
町
会
計
年
度

任
用
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

募
集
す
る
職
種
・
採
用
予
定
人
数
／

職　種 採用予定人数 受験資格
保育士（各保育所） 10名程度 ※
調理員、調理師
（各保育所、学校給食共同調理場） ２名程度

看護師（各保育所） １名程度 ※
地籍調査実施専門員（地籍調査課） １名程度
管理栄養士（保健課） １名程度 ※
介護支援専門員（地域包括支援センター） ３名程度 ※
事務補助員（役場各課） ２名程度
生活相談員（各人権啓発センター） １名程度
図書館司書（各図書館又は各小中学校） ３名程度 ※
学校用務員（各小中学校） １名程度

※�

受
験
資
格
の「
※
」は
、
当
該
職
種
の
資

格
を
有
す
る
方
、
も
し
く
は
令
和
９
年

３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
あ
る
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

【
試
験
】

試
験
日
／
12
月
13
日（
日
）

※
受
験
時
間
は
受
験
票
に
記
載
し
ま
す
。

試
験
会
場
／
受
験
票
に
記
載
し
ま
す
。

試
験
内
容
／

◦�

試
験
申
込
書（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
）に

よ
る
書
類
審
査（
申
込
期
限
ま
で
に
提
出
）

◦
口
述
試
験（
集
団
面
接
）

合
格
お
よ
び
採
用
／

　
合
格
者
は「
八
頭
町
会
計
年
度
任
用
職

員
採
用
候
補
者
名
簿
」に
登
載
さ
れ
、
欠

員
が
生
じ
た
場
合
に
名
簿
か
ら
採
用
者
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

※�

す
べ
て
の
合
格
者
が
必
ず
採
用
さ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※�

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
原
則

１
年
間
で
す
。

申
込
方
法
／

　
募
集
要
項
お
よ
び
試
験
申
込
書（
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
）は
総
務
課・船
岡
住
民
課・

八
東
住
民
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
11
月
13
日（
金
）必
着（
郵
送
可
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

☎
７
６ｰ

０
２
０
１

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
１
９
１
０
３

自
衛
隊
採
用
試
験
の
ご
案
内

　
社
会
に
貢
献
し
な
が
ら
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
防
衛
省
で
は
、
令
和
９
年
度
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験
】

第
３
回
試
験

受
付
期
限
／
11
月
20
日（
金
）

１
次
試
験
／
11
月
28
日（
土
）～
12
月
６
日

（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

２
次
試
験
／
令
和
９
年
１
月
７
日（
木
）～
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13
日（
水
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

対
象
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満（
32
歳
の
方

は
採
用
予
定
月
の
末
日
時
点
で
33
歳
未
満

で
あ
る
こ
と
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験
】

　
手
当
を
受
け
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
を

受
け
、
生
徒
課
程
修
了
時
に
は
高
等
学
校

卒
業
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

推
薦
採
用
試
験

受
付
期
限
／
11
月
27
日（
金
）

試
験
／
令
和
９
年
１
月
９
日（
土
）～
11
日

（
月
・
祝
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

会
場
／
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

問
い
合
わ
せ
／
自
衛
隊
鳥
取
募
集
案
内
所

☎
０
８
５
７ｰ

２
６ｰ

４
０
１
９

鳥
取
県
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

鳥
取
県
民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
の
使
用
は
も
ち

ろ
ん
、
鳥
取
の
情
報
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ

た
２
０
２
７
年
版
鳥
取
県
民
手
帳
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
鳥
取
が
も
っ
と
好
き
に
な

る
！
魅
力
満
載
の
１
冊
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

大
判

（
Ｂ
６
サ
イ
ズ
）

通
常
サ
イ
ズ

種
類

茶
黒
、青
、

赤
色

１
，
３
２
０
円

１
，
１
０
０
円

金
額（
税
込
）

販
売
場
所
／

企
画
課
、
船
岡
住
民
課
、
八
東
住
民
課

問
い
合
わ
せ
／
企
画
課
☎
７
６ｰ

０
２
１
２

「
小
型
充
電
式
電
池
使
用
製
品
」は

正
し
く
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に
、ハ

ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
や
電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
の

小
型
充
電
式
電
池
使
用
製
品
が
混
入
し
、

ご
み
処
理
施
設
に
お
い
て
発
火
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
際
は
、必
ず
、

ル
ー
ル
に
従
っ
て
正
し
く
分
別
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
小
型
充
電
式
電
池
使
用
製
品
」の
出
し
方
／

◇
電
池
が
取
り
外
せ
る
場
合

　
電
池
→
乾
電
池
類

　
製
品
本
体
→
小
型
破
砕
ご
み

◇
電
池
が
取
り
外
せ
な
い
場
合

　
製
品
本
体
ご
と
→
有
害
ご
み

※�

小
型
充
電
式
電
池
使
用
製
品
の
無
理
な

分
解
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
破
損
や

変
形
に
よ
り
発
熱
・
発
火
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
７
６ｰ
０
２
０
５

ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
／
０
０
０
６
５
９
８

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
活
性
化
を
！

　
こ
の
た
び
、
茂
田
集
落
が「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」を
活
用
し
、
地
域
で
の

活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
な
ど
の
整
備
を

支
援
し
、
住
民
同
士
の
交

流
や
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
取
組
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
整
備
さ
れ
た
備
品

が
、
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
や
交
流
の
場
で
活
用

さ
れ
、
地
域
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

企
画
課

☎
７
６ｰ

０
２
１
２

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
本
年
度
も
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
農
地
を
適
切
に
管
理
し
、
地
域
の
農
業

を
守
る
た
め
、
農
地
を
所
有
・
管
理
し
て

い
る
皆
さ
ん
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
理

八頭郡八頭町郡家３１-２

☎０８５８-７３-０２７３
八頭郡若桜町若桜７９８

☎０８５８-８２-６８８６

あんなことも、こんなこともまずは当店まで

細かいお困りごとも解決いたします。

電化製品  修理  点検  消耗品交換  リフォーム  補聴器

たなか電器株式会社たなか電器株式会社たなか電器株式会社たなか電器株式会社

パナックたなか郡家店パナックたなか郡家店パナックたなか郡家店パナックたなか郡家店 パナックたなか若桜店パナックたなか若桜店パナックたなか若桜店パナックたなか若桜店

有料広告

▲�プラスチックごみに混入さ
れていた小型充電式電池使
用製品

▲座椅子 ▲ワンプッシュタープ
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解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
意
向
調
査
へ
の
ご
協
力
／

　
耕
作
さ
れ
て
い
な
い「
遊
休
農
地
」の
所

有
者
に
は
、
今
後
の
農
地
の
利
用
に
つ
い

て
確
認
す
る
た
め
、
利
用
意
向
調
査
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
忘
れ
ず
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

農
地
の
適
正
な
維
持
管
理
／

　
農
地
を
放
置
す
る
と
、
雑
草
の
繁
茂
や

病
害
虫
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
の
農

地
や
住
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合

が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
草
刈
り
な
ど
を

行
い
、
農
地
を
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
／

　
農
地
を
駐
車
場
や
資
材
置
場
な
ど
、
農

地
以
外
の
用
途
に
変
更
す
る「
農
地
転
用
」

は
、
自
分
の
農
地
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し

て
許
可
が
必
要
で
す
。
無
許
可
で
の
転
用

は
法
令
違
反
と
な
り
、
原
状
回
復
命
令
や

罰
則
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
転
用
を
検
討
す
る
場
合
は
、
事
前

に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６ｰ

０
２
０
７

第
８
回
定
例
農
業
委
員
会
の
開
催

日
時
／
11
月
10
日（
火
）13
：
30
～

会
場
／
船
岡
地
区
公
民
館

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６ｰ

０
２
０
７

※�

申
請
書
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
翌
月
の
定
例
農
業
委
員

会
で
審
議
し
ま
す
。

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

期
間
／
11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

　
日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
、
冬
へ
と
近
づ

く
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
、

火
を
扱
う
機
会
も
多
く
な
る
た
め
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
、
消
防
団
や
自
警
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
点

検
や
防
火
広
報
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
集
落

内
の
水
利
確
保
や
消
火
栓
の
点
検
な
ど
、

日
頃
か
ら
火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

11
月
１
日
～
30
日

「
踏
切
事
故
防
止
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
カ
ン
カ
ン
カ
ン 
鳴
っ
て
渡
る
の 

ア
カ
ン
ア
カ
ン
」

　
踏
切
事
故
の
多
く
は「
直
前
横
断
」に
よ

る
も
の
で
す
。
踏
切
を
安
全
に
通
行
す
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

踏
切
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
／

◦
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
旦
停
止

◦�

警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
踏
切
に
入
ら
な
い

◦�

歩
き
ス
マ
ホ
を

し
な
い

　
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
踏
切
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

11
月
１
日
～
12
月
１
日
は

「
犯
罪
被
害
者
月
間
」で
す

　
国
で
は
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や

そ
の
ご
家
族
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

11
月
１
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
を「
犯
罪

被
害
者
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

12
月
１
日
が「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」の

成
立
日
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
む
も
の
で
す
。

　
犯
罪
に
よ
る
被
害
は
、
直
接
的
な
被
害

だ
け
で
な
く
、
経
済
的
・
精
神
的
な
負
担

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
周
囲
の

人
の
理
解
や
配
慮
、
支
援
が
、
ご
本
人
や

ご
家
族
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や

ご
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
私
た
ち

に
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

相
談
窓
口
／

◇
警
察
総
合
相
談
電
話
　
＃
９
１
１
０

◇
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
　
＃
８
１
０
３

（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

問
い
合
わ
せ
／
町
民
課
☎
７
６ｰ

０
２
１
１

障
害
者
週
間
が
始
ま
り
ま
す

　
12
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
は「
障
害
者
週

間
」で
す
。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
、
こ
の
機
会
に「
合
理
的
配

慮
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

鳥取県立美術館▶
　ホームページ
鳥取県立美術館▶
　ホームページ
鳥取県立美術館▶
　ホームページ

有料広告

中国運輸局・八頭町・
若桜鉄道㈱・智頭急行㈱・
ＪＲ西日本㈱山陰支社
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香典、花輪については、「八頭町弔事に関する要綱」
（平成 17年 3月31日告示第 2号）によるものです。

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
お
よ
び
令
和
５
年
度
に
調

査
を
行
っ
た
次
の
地
区
に
つ
い
て
、
地
籍

調
査
の
成
果
が
国
・
県
の
承
認
・
認
証
を

受
け
、
鳥
取
地
方
法
務
局
で
の
登
記
が
完

了
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調
査
年
度
／
令
和
４
年
度

登
記
完
了
地
区
名
／
門
尾
の
一
部

登
記
完
了
／
令
和
８
年
８
月
６
日

調
査
年
度
／
令
和
５
年
度

登
記
完
了
地
区
名
／
下
門
尾
の
一
部

登
記
完
了
／
令
和
８
年
８
月
19
日

入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

入
札
日
／
９
月
３
日（
木
）

工
事
名
／
八
東
地
区
多
世
代
交
流
施
設
新
築
工
事

工
事
場
所
／
八
頭
町
東

所
管
課
／
中
央
公
民
館

落
札
金
額
／
３
５
４
，９
７
０
，０
０
０
円（
税
込
み
）

落
札
業
者
／
こ
お
げ
建
設
・
松
田
組
・
八

田
建
設
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
／

　
社
会
の
中
に
は
、
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
障
が
い
の
な
い
人
に
は
簡
単
に
利
用
で

き
て
も
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
利
用
が
難

し
く
、
活
動
の
妨
げ
と
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た「
社
会
的
な
バ
リ
ア
」を

取
り
除
く
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
求

め
が
あ
っ
た
場
合
に
、
過
度
な
負
担
と
な
ら

な
い
範
囲
で
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
を

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」と
い
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
が
対
話
を

重
ね
、
互
い
に
理
解
し
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
地
方
創
生

応
援
税
制
）に
よ
る
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
地
方
創
生
応

援
税
制
）に
よ
り
次
の
企
業
様
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
企
業
の
紹
介
／

企業名 住所 寄　附
受入月

株式会社
松井
製作所

大阪府
大阪市
城東区
永田４丁目
１番23号

８月

株式会社
愛進堂

鳥取市
商栄町
221番地１

入
札
日
／
９
月
10
日（
木
）

工
事
名
／
日
田
地
区
農
地
整
備
工
事（
２
工
区
）

工
事
場
所
／
八
頭
町
日
田

所
管
課
／
産
業
観
光
課

落
札
金
額
／
２
２
，４
４
０
，０
０
０
円（
税
込
み
）

落
札
業
者
／
山
陰
建
設
株
式
会
社

入
札
日
／
９
月
10
日（
木
）

工
事
名
／
林
道
河
合
谷
線
６
号
橋 

橋
梁
塗

装
塗
替
工
事

工
事
場
所
／
八
頭
町
姫
路

所
管
課
／
産
業
観
光
課

落
札
金
額
／
１
４
，６
３
０
，０
０
０
円（
税
込
み
）

落
札
業
者
／
株
式
会
社
竹
内
組

納
税
の
お
知
ら
せ

　
11
月
の
お
支
払
い
税
目
は
、
国
民
健
康

保
険
税（
第
６
期
分
）、
介
護
保
険
料（
第

６
期
分
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第

５
期
分
）で
す
。
納
付
期
限
・
口
座
引
落

日
は
、
11
月
30
日（
月
）で
す
。
期
限
内
の

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

有料広告

農産物加工施設 利用者募集

下私都農産物加工施設指定管理者
利用方法や使用料については下記にお問い合わせください。
●利用例●　味噌・米糀・焼肉のたれ・ケチャップ 等

などの設備を整えています。

八頭町大坪73-2　☎ 0858-76-0031
(有)こおげ農業開発センター

回転釜 蒸し器 醗酵器 蒸気圧力釜

中一＆スマイルカンパニー株式会社
TEL 0858-82-1111

●リフト・駐車場係員／１時間単価 1,250円
●チケット売場・レストラン係員／１時間単価 1,100円
●係員特典／勤務オフ日のリフト１日券を本人と同伴者１名無料

まずはお電話
ください。

2026-27 スキーシーズン従業員募集2026-27 スキーシーズン従業員募集

町長交際費のおしらせ
７月から９月までの町長交際費は次のとおり
でしたのでお知らせします。
月 内　　容 支出額（円）

７月

津山智頭八東線道路整備促
進期成会意見交換会会費 7,000

原水爆禁止国民平和大行進賛助金 5,000
花鉢（胡蝶蘭）御祝 12,800
国保連トップセミナー
懇談会負担金 9,000

８月

反核平和の火リレー賛助金 5,000
八頭カップ交流野球大会賛助金 10,000
鳥取県ファンの集い in 関西会費 11,000
船岡農場直売所開店
イベント御祝 5,200

広域果実選果場梨開所式御祝 4,320
叙勲額縁代 52,600
要望活動御礼（菓子） 3,888
視察御礼　２件 5,774
鳥取県ファンの集い in
関西提供特産品 14,318

叙勲祝賀会御祝 5,200

９月
二十世紀梨　11件 64,600
香典代（１件） 10,000

23 －YAZU 2026.11



インフォメーション

　

　

　

LP ガス（販売、設備）電気（県登録工事業者）上下水道（町指定店）
家電販売、修理、施工、リフォーム一式

有限会社 西尾電機商会
八頭郡八頭町郡家 47-10

☎(0858)72-0057  FAX(0858)72-0064

有料広告

外壁・屋根の塗装なら

株式会社八頭塗装

TEL 0858-71-0873

年
　齢

名
　前

と 

こ 

ろ

日
　付

名
　前

と 

こ 

ろ

因幡霊場の休場日
今月の休場日は11月13日（金）、11月19日（木）です。

詳しくは、因幡霊場（☎0857-51-8320）へ

八頭町の世帯数と人口　10月１日現在　（　）内は前月比

◦ 世帯数 6,091世帯 （ − １ ） ◦ 男 7,214人 （ − 8 ）
◦ 総人口 14,997人 （ − 24 ） ◦ 女 7,783人 （ − 16 ）

❖
ひ
と
の
う
ご
き
令
和
８
年
10
月
15
日 

届
出
現
在（
敬
称
略
）

お　め　で　たお　く　や　み

8
月
31
日

岩
井

実み

那な

井
古

大
輔
・
久
美

9
月
14
日

勝
原

芽め

衣い

愛あ

下
大
坪

博
文
・
さ
や
か

9
月
25
日

上
田

凪な
ぎ

は
な
さ
き
台

剛
太
・
奈
留
美

9
月
29
日

河
原

楓ふ
う

佳か

稲
荷

慎
吾
・
満
里
菜

10
月
14
日

葊
山

桃も
も

和な

郡
家
中
区

倫
生
・
絵
利
奈

9
月
10
日

𠮷𠮷
𠮷

光
重

上
南

95
歳

9
月
13
日

髙
橋

壽
惠

岩
渕

86
歳

9
月
15
日

加
藤

留
理
子

皆
原

92
歳

9
月
15
日

衣
笠

俊
勝

下
津
黒

94
歳

9
月
21
日

田
中

美
由
紀

橋
本

55
歳

9
月
24
日

山
本

登
喜
子

船
岡
殿

87
歳

9
月
25
日

石
本

靖
敏

中
南

74
歳

9
月
27
日

浦
林

邦
子

下
野

81
歳

9
月
29
日

田
中

子

安
井
宿

90
歳

9
月
29
日

奥
田

信
義

花

95
歳

9
月
30
日

加
藤

美
和
子

皆
原

74
歳

10
月
1
日

平
木

朝
子

西
御
門

94
歳

10
月
2
日

山
根

勝
範

船
岡
殿

81
歳

10
月
2
日

寺
坂

雅
枝

坂
町

99
歳

10
月
2
日

富
山

堅
一
郎

坂
町

87
歳

10
月
8
日

岸
本

家
憲

稲
荷

77
歳

10
月
10
日

村
上

照
子

稲
荷

100
歳

10
月
11
日

堀

芳
之

郡
家
西
区

68
歳

10
月
12
日

橋
本

綾
子

坂
町

95
歳

10
月
13
日

西
尾

隆
雄

奥
山
上

99
歳

誕
生
日

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

家電の困りごとから住まいのリフォームまで、

ずっと安心の地域密着店です。

１０年後も、「ヤオタニに頼んでよかった。」「ヤオタニに頼んでよかった。」

そう言っていただける会社を目指しています。
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まちの話題

　

関
西
八
頭
町
会（
白
岩
俊
夫
会
長
）が
主

催
す
る「
第
14
回
ふ
る
さ
と
や
ず
の
集
い
」

が
、
10
月
３
日（
土
）大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
町
出
身
で
関
西
在
住
の

会
員
、
関
西
圏
で
ご
活
躍
の
町
関
係
者
ら

約
70
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
白
岩
会
長
が
ふ
る
さ
と
へ
の
熱

い
想
い
を
語
り
、
観
光
大
使
の
桂
慶
枝
さ

ん
に
よ
る
祝
辞
、
奈
良
に
本
社
を
置
く
北

岡
本
店
に
よ
る
カ
ク
テ
ル
バ
ー
の
提
供
な
ど

で
交
流
し
、
近
況
報
告
や
ふ
る
さ
と
の
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
は
八
頭
町
Ｐ
Ｒ
隊
に
よ
る「
八
頭
町

音
頭
」の
披
露
に
参
加
者
全
員
が
加
わ
り
、

こ
の
た
び
も
大
団
円
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
を

お
祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
び
、
９
月
12
日
に
小
林
佐
津
江
さ

ん（
日
田
）が
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
町
長

か
ら
寿
詞
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通
じ
て

寄
附
を
い
た
だ
い
た
株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー

通
信
シ
ス
テ
ム（
代
表
取
締
役
社
長　

中
谷

直
樹
）と
株
式
会
社
北
岡
本
店（
代
表
取
締

役　

北
岡
篤
）へ
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
タ
イ
ヨ
ー
通
信
シ
ス
テ
ム
か

ら
は
８
月
に
寄
附
を
い
た
だ
き
、
９
月
29

日
に
役
場
本
庁
舎
で
感
謝
状
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
北
岡
本
店
か
ら
は
９

月
に
寄
附
を
い
た
だ
き
、
10
月
３
日
に
開

催
さ
れ
た
ふ
る
さ
と
や
ず
の
集
い
の
場
で
、

感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
社
か
ら
は「
町
の
地
域
活
性
化
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」と
の
思
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
第
14
回
ふ
る
さ
と
や
ず
の
集
い
」

を
開
催

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
ま
ち
づ
く
り

を
応
援　
２
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈

ふるさとへの想いを寄せて「八頭町音頭」で一体に
次回での再会を約束した参加者の皆さん

満百歳を迎えられた
小林　佐津江さん

矢部町長から感謝状を受け取る㈱タイヨー
通信システムの中谷代表取締役社長（左）

矢部町長から感謝状を受け取る㈱北岡本店
の北岡代表取締役（中央）
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若
桜
鉄
道
丹
比
駅
で
９
月
26
日
、「
第
４

回
若
桜
鉄
道
丹
比
駅
短
歌
・
俳
句
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
23
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
、「
幻
の
歌
人
」と
呼
ば
れ
る
杉
原一

司
を
輩
出
し
た
丹
比
地
域
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
短
歌
・
俳
句
を
通
じ
た
交

流
や
若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
を
図
る
催
し

で
す
。

　

今
年
の
題
詠
は「
花
火
」。
町
内
外
か
ら

１
５
０
を
超
え
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
当
日

は
入
選
者
に
賞
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
た

ほ
か
、
選
者
に
よ
る
講
評
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

杉
原
一
司
初
の
全
集
刊
行
に
携
わ
っ
た
鳥
取

大
学
地
域
学
部
の
岡
村
准
教
授
も
出
席
し
、

「
一
司
が
生
ま
れ
た
丹
比
地
区
で
、
こ
の
よ

う
な
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
続
き
、
一
司
の
作

品
が
読
み
継
が
れ
て
い
け
ば
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
９
月
の「
認
知
症
月
間
」に
合
わ
せ
、
町

内
で
認
知
症
へ
の
理
解
を
広
げ
る
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
に
は
八
頭
高
等
学
校
看
護
医

療
類
型
の
３
年
生
13
人
が
、
大
江
ノ
郷
自

然
牧
場
で
街
頭
啓
発
を
実
施
。
生
徒
た
ち

は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
、
啓
発
物
品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
を

準
備
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
来
場
者
に
入

浴
剤
な
ど
を
手
渡
し
、
認
知
症
へ
の
理
解

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、９
月
27
日
に
は
、夢
工
房
こ
ば
ち
ゃ

ん
主
催
の「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
誕
生
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
認
知
症
啓

発
運
動
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

色
の
T
シ
ャ
ツ
や
ス
カ
ー
フ
を
身
に
つ
け
、

隼
駅
か
ら
若
桜
鉄
道
に
乗
車
。
認
知
症
の

当
事
者
も
参
加
し
、
車
窓
か
ら
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら

若
桜
駅
へ
向
か

い
ま
し
た
。
隼

駅
で
は
、
地
域

の
方
や
隼
駅
を

「
聖
地
」と
す

る
隼
ラ
イ
ダ
ー

も
オ
レ
ン
ジ
色

の
バ
イ
ク
で
駆

け
つ
け
、
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

幻
の
歌
人
・
杉
原
一
司
の
ふ
る
さ
と

で
短
歌
・
俳
句
ま
つ
り

知
る
こ
と
か
ら
、
支
え
る
地
域
へ隼駅前で記念撮影をする「チームオレンジ誕生祭」の参加者

入賞作品の講評を行う、日本海新聞歌壇選者
の井上さん

　
「
ぱ
ち
ぱ
ち
」と
い
う
名
前
に
は
、
八
頭
の

「
八
」を
二
つ
重
ね
る
と
拍
手
の
音
の
よ
う
に

聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
町
の
人
や
物
の
魅
力

を
知
り
、
互
い
に
拍
手
を
送
り
合
え
る
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

中
村
さ
ん
一
人
が
発
信
す
る
の
で
は
な
く
、

町
民
自
身
が
身
近
な
出
来
事
や
暮
ら
し
の
知

恵
を
調
べ
て
伝
え
る
こ
と
。
今
後
は
、「
ぱ
ち

ぱ
ち
」の
L
I
N
E
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な

ど
で
、
町
民
が
取
材
し
た
地
域
の
魅
力
、

イ
ベ
ン
ト
や
お
得
情
報
な
ど
を
発
信
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
町
民
向
け
の
情
報
発
信
講
座
も

開
催
し
た
い
と
話
す
中
村
さ
ん
。
今
年
度

は
県
立
八
頭
高
等
学
校
の
探
究
学
習
で
、

生
徒
た
ち
に「
伝
え
る
」こ
と
に
つ
い
て
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
情
報
発
信
に
つ
い
て
学

び
、
実
践
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
、中
村
さ
ん
は
町
の
魅
力
を
伝
え
る
人
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
八
頭
町
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
、
町
民
メ
デ
ィ
ア「
ぱ
ち
ぱ
ち
」の
立

上
げ
に
向
け
て
取
り
組
む
中な

か

村む
ら

聡さ
と

志し

さ
ん
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
４
年
間
活
動
す

る
中
で
、八
頭
町
に
は
多
く
の
魅
力
が
あ
る

一
方
、そ
の
情
報
が
町
内
で
も
十
分
に
共
有
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
「
町
民
が
自
分
た
ち
の
町
を
知
り
、
愛
着

や
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
」と
考
え
た
中
村
さ
ん
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
仕
事
で
培
っ
た
経
験

を
生
か
し
、
町
民
自
身
が
地
域
の
こ
と
を
調

べ
、
新
た
な
魅
力
や
事
業
者
の
取
組
を
知
り
、

自
分
た
ち
の
言
葉
で
発
信
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
ろ
う
と
、「
ぱ
ち
ぱ
ち
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

知
る
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
が
、

町
の
力
に

隼 Lab. のコワーキングスペースで
作業を進める中村さん

八頭高生に課外授業を行う中村さん
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※氏名掲載を希望されていない方については、ゼッケン番号を記載

まちの話題

　
第
18
回
森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
、ス
ポ
ー
ツ
の
日
の
10
月
12
日
に
、船

岡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、10
㎞
、５
㎞
、３
㎞
の
各
部
門

に
、
県
内
外
か
ら
約
９
５
０
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
秋
晴
れ
の
下
、参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
向
か
っ
て
力
強
い
走
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
は
当
日
受
付
で
約

５
０
０
人
が
参
加
し
、
親
子
な
ど
が
元
気

い
っ
ぱ
い
に
走
る
姿
に
、沿
道
か
ら
温
か
い
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
会
に
は
、１
９
９
２
年
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
陸
上
競
技
部
監

督
の
森
下
広一さ
ん
と
、１
９
６
８
年
メ
キ
シ

コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
同
種
目
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の

君
原
健
二
さ
ん
も
参
加
。
今
大
会
が
最
後

の
走
り
と
な
っ
た
君
原
さ
ん
は
、「
人
生
の

励
み
に
な
っ
た
大
会
だ
っ
た
」と
笑
顔
で
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

２
人
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
も
参
加　

森
下
広
一
杯
八
頭
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会

沿道の方の声援を受けて
ゴールテープをきる君原さん

10㎞
15
歳
以
上
39
歳
ま
で
の

男
子

① 堀尾　和弥 島根県 0：31：38
② 山本　陽仁 八頭町 0：31：51
③ 廣田　悠斗 鳥取市 0：33：51
④ 岡野　大地 鳥取市 0：34：33
⑤ 青山　康汰 岡山県 0：34：51
⑥ 小川　達也 八頭町 0：36：17

40
歳
以
上
の
男
子

① 池本　　裕 鳥取市 0：34：28
② 足立　真悟 米子市 0：34：37
③ 川端　大介 米子市 0：34：38
④ 浅見　義之 智頭町 0：34：57
⑤ 橋谷　晃知 東伯郡 0：36：17
⑥ 谷本　貴之 鳥取市 0：36：42

15
歳
以
上
の
女
子

① 細谷さゆり - 0：41：21
② 森本あすか 鳥取市 0：48：13
③ 山本優美子 米子市 0：48：35
④ 瀧田　　優 八頭町 0：51：02
⑤ 坂本　初美 岩美郡 0：51：11
⑥ 名賀　公子 兵庫県 0：53：21

３㎞
15
歳
以
上
69
歳
ま
で
の

男
子

① 岸本　潤士 兵庫県 0：09：53
② 小林　裕貴 八頭町 0：11：23
③ 土生田　貴 兵庫県 0：11：52
④ 小林　　幹 八頭町 0：12：05
⑤ 突出　寿宣 八頭町 0：12：23
⑥ 元治　英隆 兵庫県 0：12：57

15
歳
以
上
69
歳
ま
で
の

女
子

① 中本　莉海 八頭町 0：10：48
② 尾脇　彩綾 八頭町 0：12：02
③ 谷口　愛夏 八頭町 0：12：14
④ 中川　愛結 八頭町 0：12：33
⑤ 佐藤　美羽 八頭町 0：14：23
⑥ 前田　　恵 八頭町 0：17：20

70
歳
以
上
の
男
女

① 北澤　正孝 静岡県 0：12：33
② 北出　吉弘 京都府 0：13：28
③ 徳永　和義 鳥取市 0：13：52
④ 田　博幸 八頭町 0：14：07
⑤ 畑　　　均 兵庫県 0：14：08
⑥ 安田　　匡 米子市 0：14：23

５㎞
15
歳
以
上
39
歳
ま
で
の

男
子

① 宮本　隼太 兵庫県 0：16：35
② 中村　優希 八頭町 0：16：58
③ 松岡　佑隼 八頭町 0：17：12
④ 坪田　海晟 八頭町 0：17：14
⑤ 森本　　慎 鳥取市 0：18：43
⑥ 山根　凱亜 鳥取市 0：19：33

40
歳
以
上
49
歳
ま
で
の

男
子

① 德田　優治 八頭町 0：20：42
② 野島　慎吾 岡山県 0：20：47
③ 井上　英明 岡山県 0：21：45
④ 森山　謙吾 境港市 0：22：06
⑤ 西村　一哲 八頭町 0：23：03
⑥ 福田　昌弘 鳥取市 0：23：12

50
歳
以
上
59
歳
ま
で
の

男
子

① 平野　義晴 三重県 0：17：43
② 水田　和宏 兵庫県 0：19：47
③ 佐藤　　渉 鳥取市 0：20：01
④ 清水　昭宏 倉吉市 0：20：02
⑤ 木村　　剛 島根県 0：20：34
⑥ 堀尾　和宏 米子市 0：20：50

３㎞
中
学
生
の
男
子

① 田中　洵平 八頭町 0：09：33
② 林　桐士郎 八頭町 0：09：51
③ 内田　八佑 八頭町 0：09：52
④ 田中　麗音 八頭町 0：10：09
⑤ 山本　　社 八頭町 0：10：21
⑥ 表　　諒汰 鳥取市 0：10：33

中
学
生
の
女
子

① 尾崎　心美 八頭町 0：11：13
② 上川　功翔 兵庫県 0：11：20
③ 山本　　絆 八頭町 0：11：52
④ 横山　瑞佳 八頭町 0：12：03
⑤ 山根　寧笑 八頭町 0：12：04
⑥ 松岡　希空 八頭町 0：12：29

３㎞
小
学
生
の
男
子

① 中田　　悠 鳥取市 0：11：45
② 西亀　春輝 岩美郡 0：12：06
③ 藤原　聡汰 若桜町 0：12：16
④ 漆原　蒼翔 鳥取市 0：12：33
⑤ 綱澤　晃希 岡山県 0：12：49
⑥ 岸本　英士 八頭町 0：12：55

小
学
生
の
女
子

① 錦見　侑芽 鳥取市 0：13：34
② 石川　希梨 八頭町 0：13：56
③ 橋本　理瑚 八頭町 0：14：17
④ 山本　唯菜 鳥取市 0：14：32
⑤ 矢田　真心 東伯郡 0：14：49
⑥ 松村　夏芽 八頭町 0：15：05

５㎞
60
歳
以
上
の
男
子

① 橘　　章良 兵庫県 0：19：21
② 丸山　一幸 兵庫県 0：20：23
③ 高谷　修平 兵庫県 0：20：24
④ 黒田　充治 兵庫県 0：20：46
⑤ 山岡　一宏 兵庫県 0：21：17
⑥ 森田　和之 兵庫県 0：21：34

15
歳
以
上
39
歳
ま
で
の

女
子

① 林　ひかる 鳥取市 0：18：34
② 下山まなみ 岡山県 0：20：14
③ 古田　千草 鳥取市 0：23：47
④ 中村　もも 兵庫県 0：24：37
⑤ 808 兵庫県 0：26：35
⑥ 林　　愛恵 八頭町 0：28：42

40
歳
以
上
の
女
子

① 松本　寿美 大阪府 0：20：39
② 土田ゆかり - 0：21：47
③ 上田　早苗 鳥取市 0：22：12
④ 水島ゆかり 岡山県 0：22：38
⑤ 田中　詠子 鳥取市 0：24：38
⑥ 上田　留美 八頭町 0：25：37
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「好き」と「同意」、どちらも大切
　「付き合っている（結婚している）なら、相手は何を
しても受け入れてくれるはず」と思ってしまうことはあ
りませんか？
　恋人や夫婦であっても、自分とは異なる一人の人で、
相手の心と体はその人だけのものです。特に性的に親
密になるときは、相手の気持ちを確認し、同意を得る
ことが必要です。お互いを尊重し、嫌なことには「いや」
だと言い合える関係をつくりましょう。

箸とスプーンから見る、日韓の食文化

　韓国では、金属製の箸とスプー
ンを一緒に使う食文化が定着して
いますが、食器の形や素材には、
それぞれの国の食文化や生活様式が関係しています。
　日本では、魚料理などを箸でつまんで食べる文化か
ら、先の細い木製の箸が発達したと言われています。
一方、中国では、料理を取り分ける食文化などから、
長い箸が使われるようになったと言われています。
　韓国では、スープやキムチなど、さまざまな料理を
一緒に食べる食文化が発達してきました。金属製の食
器は丈夫で洗いやすく、料理のにおいがつきにくいこ
となどから広く使われるようになったと言われていま
す。また、熱いスープをすくうスプーンも、箸と一緒
に使う食器として定着しました。
　韓国では昔から、王室などで銀製の食器が使われ
ていた記録があります。銀のスプーンは、食べ物に毒
が入っているか確認するために使われたという説もあ
ります。その後、鉄や真鍮などの金属製食器も一般
に広まり、現在の食文化につながったとも言われてい
ます。

　私自身、日本で生活を
始めてから、スプーンの
ない食卓を時々不便に感
じます。例えば、親子丼
を食べるとき、具材とご

飯を一緒にすくうのが難しく、「スプーンがあれば便利
なのに」と思ったことがあります。韓国ではスプーン
と箸を一緒に使うことが自然なので、日本の飲食店で
「スプーンはありませんか？」と尋ねる韓国人もいます。
　反対に、韓国を訪れた日本人から、「うどんを注文
したら、レンゲが出てこなくて戸惑った」という話を聞
いたことがあります。韓国では、麺は箸で食べ、スー
プは器を持ち上げて飲むことが多いためです。
　日本で生活する中で、食器一つにも、それぞれの
国の歴史や食文化が込められていると改めて感じまし
た。普段使っている箸やスプーンも、異なる食文化を
知ることで、新しい視点から見ることができます。外
国を訪れる際には、食器などの日用品にも注目してみ
てください。そこから、その国の文化や歴史を感じら
れるかもしれません。

お届けします！まちレポ

こんにちは
アンニョンハセヨ

キム ヨンジンキム ヨンジン

日本語 韓国語 読み方
箸を使います。 젓가락을 써요 . チョッカラクル ソヨ。
スプーンをください。 숟가락을 주세요 . スッカラクル　ジュセヨ。
これはどうやって
食べますか？

이건 어떻게 
먹나요？

イゴン　オットケ　モ
グナヨ？

日韓派遣研修生 の

韓国語を話してみよう‼

日本

韓国

中国
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